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平
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薫
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1

広
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大
学
大
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研
究
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特
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研
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生

田
中
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子



序

『
薫
集
類
抄
』
は
､
和
漢

の
薫
物
の
処
方
と
調
合
法

の
数

々
を
集
成
､
検
証
し
'
そ
の
道

の
初
学
に
供

し
た
書
で
あ
る
と
同
時
に
'
薫
物
が
我
が
国
の
文
化
と
し
て
平
安
王
朝
の
宮
廷
社
会
に
格
付
く
ま
で
の
､

先
人
の
試
行
錯
誤
と
努
力
､
相
承
の
実
態
を
綴

っ
た
'
い
わ
ば
平
安
王
朝
に
行
わ
れ
た
薫
物

の
伝
記
と
し

て
読
ま
れ
る
べ
き
も
の
で
も
あ
る
｡

嵯
峨
､
仁
明
朝
に
於
い
て
､
藤
原
冬
嗣
と
滋
野
貞
主
を
下
支
え
と
し
､
渡
来
の
文
化
で
あ

っ
た
薫
物
は
､

皇
統
を
中
心
と
す
る
限
ら
れ
た
範
囲
で
行
わ
れ
て
い
た
が
､
国
風
化
と
い
う
変
化
､
発
展
を
経
て
ゆ
く
に

つ
れ
､
高
貴
な
御
方

々
に
ゆ
か
り
の
有
力
な
説
は
'
臣
下
で
あ
る
藤
原
摂
関
家
に
集
約
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
､

一
条
朝
に
は
皇
統
に
伝
わ
る
説
を
質
､
量
と
も
に
凌
駕
す
る
に
至

っ
た
｡

平
安
末
期

の
儒
者
で
あ
り
､
優
れ
た
歌
人
､
歌
学
者
で
も
あ

っ
た
藤
原
範
兼
が
本
書
抄
集

の
勅
を
賜

っ

た
の
は
､
彼

の
学
問
の
力
や
歌
学
書
編
纂

の
実
績
が
考
慮
さ
れ
て
の
結
果
で
あ
ろ
う
が
､
当
時

の
薫
物
文

化
の
現
状
が
､
平
安
中
期
の
藤
原
摂
関
家
優
位

の
状
態

の
延
長
線
上
に
あ

っ
た
為
と
も
考
え
ら
れ
る
｡
宮

廷
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
現
象

の
頂
点
に
在
ら
せ
ら
れ
る
べ
き
主
上
に
と
り
､
先
人
の
薫
物

の
正
説
を
皇
統
に

取
り
戻
す
こ
と
は
'
天
皇
家

の
面
目
に
関
わ
る
事
業
で
あ

っ
た
と
云
え
よ
う
｡

本
書

の
完
成
と
献
上
に
よ
り
､
こ
の
事
業
は
達
成
さ
れ
､
主
上
を
中
心
に
頂
く
皇
統
は
､
再
び
宮
廷
社

会

の
合
香
活
動

の
頂
点
に
立

つ
は
ず
で
あ

っ
た
｡
し
か
し
､
編
者
範
兼

の
出
家
と
死
'
勅
を
下
さ
れ
た
と

思
し
き
二
条
天
皇

の
天
折
が
相
次
い
だ
為
で
あ
ろ
う
､
本
書
抄
集

の
意
義
は
果
た
さ
れ
ぬ
ま
ま
今
日
に
至



っ
て
い
る
｡

本
書
は
､
主
と
し
て
国
文
学
並
び
に
本
草
学
､
医
学
研
究

の
資
料
と
し
て
顧
み
ら
れ
て
き
た
が
､
現
存

諸
本
が

一
同
に
比
較
検
討
さ
れ
た
こ
と
は
無
く
'
資
料
と
し
て
は
未
整
理
な
状
態
が
続

い
て
い
た
｡
本
研

究

で
は
､
本
年

1
月
よ
り

l
般
公
開

の
開
始
さ
れ
た
町
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
図
書
館
恩
頼
堂
文
庫
に
収

蔵
さ
れ
る
江
戸
期
写
本

の
閲
覧
に
よ
り
､
提
出
期
限
当
時

の
状
態
に
追
補
と

い
う
形
を
と

っ
て
'
刊
本
を

含
む
現
存
全
八
本

の
本
文
を
検
討
し
'
そ
の
校
異
と

一
応

の
系
統
分
け
も
行
う
に
至

っ
た
｡
こ
れ
に
よ
り
､

本
書

の
文
学
､
本
草
学
並
び
に
医
学
研
究
資
料
と
し
て
の
有
用
性
を
'
幾
分
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
考

え
る
が
'
恩
頼
堂
文
庫
本

の
検
討
は
不
十
分
な
状
態
に
あ
り
､
完
成
に
は
も
う
し
ば
ら
く
時
間
を
要
す
序

章
を
欠

い
た
状
態

で
､
本
研
究
論
文
を
再
提
出
す
る
も

の
で
あ
る
｡

本
研
究
を
も

っ
て
､
『
薫
集
類
抄
』
を
我
が
処
女
地
と
名
付
く
ま
で
に
は
至
ら
な
か

っ
た
が
､
荒

野
の

さ
さ
や
か
な
道
標
と
し
て
お
認
め
頂
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
｡

今

日
に
至
る
迄
'
筆
者
は
多
く
の
人

々
の
御
厚
情
と
御
支
援
を
賜

っ
た
｡
諸
本

の
閲
覧
と
複
写
を
快
く

お
許
し
下
さ

っ
た
関
西
大
学
付
属
図
書
館
､
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
図
書
館
､
武
田
科
学
振
興
財
団
杏

雨
書
屋
'
名
古
屋
市
立
鶴
舞
中
央
図
書
館
関
係
者
各
位
､
再
三
に
渡
る
閲
覧
と
書
写
を
お
許
し
下
さ

っ
た

立
命
館
大
学
図
書
館
､
神
宮
文
庫
関
係
者
各
位
､
ま
た
､
国
文
学
研
究
を
目
指
す
き

っ
か
け
と
指
針
を
与

え

て
下
さ

っ
た
関
西
外
国
語
大
学
吉
田
三
陸
､
中
山
恵
津
子
両
先
生
､
広
島
女
学
院
大
学
御
退
官
ま
で
拙

稿

の
方
向
性
に

つ
い
て
御
教
示
を
賜

っ
た
増

田
欣
､
米
谷
巌
両
先
生
'
平
成
十
四
年
度
特
別
共
同
利
用
研



究
員
と
し
て
受
け
入
れ
て
下
さ
り
'
厳
し
く
も
暖
か
い
御
指
導
を
頂
戴
し
た
国
文
学
研
究
資
料
館
山
崎
誠

先
生
､
そ
し
て
､
広
島
女
学
院
大
学
大
学
院
入
学
か
ら
現
在
ま
で
､
未
熟
な
筆
者
に
忍
耐
強
く
教
育
的
配

慮
に
溢
れ
た
御
教
示
を
授
け
て
下
さ

っ
て
い
る
藤
河
家
利
昭
先
生
と
本
大
学
院
教
授
陣
に
対
し
'
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
る
｡

平
成
十
六
年

(
二
〇
〇
四
)
五
月
七
日

筆

者



目

次

資
料
研
究
篇

節

薫
集
類
抄

解
説

一
項

『
薫
集
類
抄
』

の
内
容
と
解
説

上
下
巻

の
内
容
と
構
成

『
薫
集
類
抄
』

の
同
文
と
原
点

･
『
類
衆
雑
要
抄
』

-

-

-

-

-
-

-
･
-

-

I
-

-

-
-

-
-
-

-

-

-

10

頁

『
原
中
最
秘
抄
』

『
河
海
抄
』

本
草
書
､
香
薬
害

一山J

二
項

三
項

2
采

の
薫
物
指
南
書

の
構
成
と

の
比
較

-

『
薫
集
類
抄
』
原
本

の
編
者
と
成
立

の
背
景

『
薫
集
類
抄
』
諸
伝
本

の
概
要

-
-
-
-
-

一
類
本

15

頁
20
貢

24
頁

26

頁
SO
貢

35
貢

36
貢

二
類
本

-
-
-
-
-
-
-
1
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
I
-
-
･
1
-
･
･
…
-
-
-
同
頁

三
類
本



第
二
節

西
園
寺
文
庫
所
蔵

『
薫
集
類
抄
』
翻
刻
と
校
異

-

-

-

-

第
三
節

恩
頼
堂
文
庫
所
蔵

『
薫
集
類
抄
』
翻
刻
と
裏
書
勘
物

の
校
異

10848

貢 頁

附 附 附 附

薫
物
名
人
血
縁
相
承
関
係
図

薫
集
類
抄
引
用
文
献

索
引
と
概
説

薫
集
類
抄

人
名
家
名
索
引

薫
集
類
抄

の
同
文

1
覧

1

『
香
字
抄
』

二

『
香
要
抄
』

三

本
草
書
-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

附

源
氏
物
語
古
注
釈
書
と
類
衆
雑
要
抄
所
引

の
薫
物
資
料
と
薫
集
類
抄

250 2 3 6 2 2 2 2 0 8 2 00194 19 3

頁 頁 頁 貢 頁 頁 頁

第
二
章

人
物
研
究
篇

第

一
節

源
公
忠

の
家
系
と
薫
物

(
上
)

滋
野
貞
主
か
ら
滋
野
直
子

へ

序

(
附

直
子
､
公
忠
略
年
賦
)
-

-

≡

-

-

-

-

≡

-

-

≡

-

-

-

三

重

-

-

-

-

-

-

…
1

一
項

公
忠

の
出
自
と
母
方

の
家
系

=

公
忠
母
滋
野
朝
臣
直
子
の
職
歴
-

-

-

-

-

-

-

-

-

≡

-

-

-

-

-

-

-

-

1

2

二
項

∧./〟

貞
主
と
女
子
の
官
歴

7日H

貞
主
と
渡
海
-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

19

仁
明
朝
の
薫
物
文
化
と
貞
主

の
合
香

薫
物

の
国
風
化
と
貞
主

の
処
方
-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

2

八
条
宮
本
康
親
王
の
薫
物
と
直
子
の
薫
物
献
上

313304 301299297
) ＼J ) ) ＼_.../

頁 貢 真 東 頁



第

二
節

源
公
忠

の
家
系
と
薫
物

(
下
)

公
忠
か
ら
宜

子
､
観
教
ら

へ

三
項

延
書
聖
代

の
薫
物
隆
盛
と
公
忠

公
忠

の
職
歴
'
業
績
と
醍
醐
天
皇

倒

公
忠
と
藤
原
摂
関
家

即
公
忠
と

｢
合
香
之
役
｣

囲

藤

原
摂
関
家

の
薫
物
と
公
忠

四
項

公
忠

の
子
孫
と
薫
物

=

宜
子

倒
観
教
大
僧
都

即

源
経
信

0
ノ

3540
ノ

40
ノ

5275700050
0

347342357354 341331327321
) ) ) ･ヽー ) ) -ヽ./)

貢 頁 貢 頁 貢 頁 貢 頁

第
三
節

丹
波
忠
明
､
雅
忠

父
子
と
薫
物

序一
項

丹
波
忠
明
､
雅
忠

の
家
系
と
職
歴
､
業
績

(
附

忠
明
､

雅
忠
略
年
賦
)

=

侍
医
忠
明
と
藤
原
摂
関
家

-
-
-
-
･
-
1
-
-
-
-
1
-
-
-
-
-
-
-
≡
-
-

∫-
-

倒

雅
忠

の
業
績
と
名
声

二
項

忠
覚
入
道
､
雅
忠
と
小

一
条
院

の
薫
物

鰭

119116112107 95 94

( ( ( ( ( (

381378374369357356
) ) ) ) ) )

貢 貢 貢 頁 貢 貢

附

参
考
文
献
目
録



第

一

章

資
料
研
究
篇



-資料研 究篇 1頁-

第

一
章

第

一
節

薫
集
類
抄

解
説

平
安
末
期
､
刑
部
卿
藤
原
範
兼
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た

『薫
集
類
抄
』
は
､
平
安
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
我
が
国
貴

族
社
会
に
伝
え
ら
れ
､
或
い
は
考
案
､
使
用
さ
れ
た
様
々
な
薫
物

(種
々
の
香
薬
を
調
合
し
て
成
る
丸
薬
状
の
香
｡
粉

末
に
近
い
状
態
で
用
い
ら
れ
る
薫
物
も
有
る
)
の
種
類
､
処
方
と
調
合
法
だ
け
で
な
く
､
そ
う
し
た
調
合
に
必
要
な
香

薬
の
特
徴
か
ら
選
別
､
製
造
'
使
用
法
､
な
ら
び
に
そ
れ
ぞ
れ
の
説
の
考
案
者
や
伝
承
の
経
緯
に
到
る
ま
で
の
記
事
の

う
ち
､
主
要
な
も
の
を
編
年
体
で
抄
集
し
た
'
我
が
国
に
現
存
す
る
最
古
の
薫
物
指
南
書
で
あ
る
｡

本
書
記
載
の
薫
物
は
､
自
然
の
草
花
の
香
り
を
模
し
た

｢梅
花
｣
｢荷
菓
｣
｢菊
花
｣
等
を
は
じ
め
と
し
､
渡
来
の
薫

物
数
種
を
含
め
た
二
十

一
種
を
数
え
､
そ
れ
ら
各
々
の
調
合
法
を
所
有
､
伝
承
し
た
と
さ
れ
る
人
物
は
､
天
皇
､
皇
后

か
ら
貴
族
､
女
房
､
唐
代
の
僧
侶
ま
で
総
勢
四
十
名
超
'
裏
書
勘
物
に
見
え
る
人
名
を
除
く
倭
人
に
つ
い
て
は
､
嵯
峨

天
皇
寵
臣
の
藤
原
冬
嗣
に
は
じ
ま
り
'
堀
川
天
皇
御
代
に
慕
じ
た
源
経
信
に
ま
で
到
る

(薫
集
類
抄
人
名
索
引
参
照
)0

｢寂
蓮
自
筆
本
｣
な
る
伝
本
が
存
在
し
た
こ
と
を
受
け
､
寂
蓮
法
師
編
纂
の
書
と
す
る
解
題
や
目
録
も

一
部
見
ら
れ

る
が
､

一
般
的
に
は
､
上
下
巻
奥
書
に

｢刑
部
卿
範
兼
卿
奉

勅
抄
集
之
也
｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
､
藤
原
範
兼
が
編
者

と
考
え
ら
れ
て
い
る
｡
し
か
し
'
原
本
が
禁
中
に
献
呈
'
収
蔵
さ
れ
た
こ
と
は
禁
中
蔵
書
目
録
中
に
明
か
で
な
く
､
原

本
の
現
存
如
何
も
不
明
で
あ
る
｡
現
存
諸
本
は
い
ず
れ
も
和
装
袋
綴
じ
の
状
態
で
､
最
古
本
は
元
弘
年
間

(
二
二
三

一

～
二
二
三
三
)
以
降
に
写
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
蔵
の
上
巻
抄
出
本
で
あ
る
｡

平
安
中
期
ま
で
の
香
道
の
実
態
を
伝
え
る
本
書
で
は
あ
る
が
､
江
戸
期
以
降
の
諸
本
の
収
蔵
'
書
写
目
的
は
､
医
道
､

国
学
の
二
方
面
に
於
け
る
研
究
資
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
本
書
下
巻
に
は
､
薫
物
調
合
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に
用
い
る
香
薬
二
十
五
種
に
つ
い
て
の
概
説
が
引
用
さ
れ
る
が
､
こ
れ
ら
は
お
お
む
ね
本
書
に
先
行
し
て
成
立
し
た
と

考
え
ら
れ
る

『
香
字
抄
』
や
､
『
香
字
抄
』
を
増
補
し
て
成
る

『
香
要
抄
』
に
見
ら
れ
る
本
草
書
や
類
書
か
ら
の
引
用

に
重
複
す
る
も
の
で
あ
る
.

1
方
､
本
書
に
残
る
薫
物
の
説
の
中
に
は
'
『
河
海
抄
』
等

『
源
氏
物
語
』
古
注
釈
書
の

薫
物
に
関
す
る
注
釈
記
事
と
重
複
､
類
似
す
る
も
の
が
少
な
く
な
く
､
『
源
氏
物
語
』
の
薫
物
を
理
解
す
る
上
で
有
用

な
資
料
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
き
た
｡

本
書
は
､
香
道
の
故
実
研
究
だ
け
で
な
く
､
『
源
氏
物
語
』
を
は
じ
め
と
し
た
平
安
文
学
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
も

少
な
く
な
い
が
'
伝
本
や
本
文
に
関
す
る
大
系
的
な
研
究
が
成
さ
れ
た
こ
と
は

一
度
も
無
か
っ
た
｡
本
研
究
で
は
'
新

出
資
料
で
あ
り
'
後
述
の
よ
う
に
､
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
旧
恩
頼
堂
本
を
除
く
現
存
諸
本
中
'
二
番
目
に
古
い
写

本
と
考
え
ら
れ
る
西
園
寺
文
庫
本
の
翻
刻
を
試
み
る
と
と
も
に
'
現
在
ま
で
に
調
査
し
て
き
た
他
の
六
本
の
写
本
と
の

校
合
か
ら
確
認
さ
れ
た
異
文
を
脚
注
と
し
て
示
す
｡
ま
た
､
本
書
成
立
直
後
に
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
二
本
の
一
つ

で
､
伏
見
宮
家
所
蔵
と
云
わ
れ
た
伝
寂
蓮
法
師
自
筆
本
の
孫
本
に
当
た
る
､
名
古
屋
市
立
鶴
舞
中
央
図
書
館
河
村
文
庫

蔵
本
の
翻
刻
も
資
料
と
し
て
収
め
､
前
者
の
系
統
が
欠
く
裏
書
勘
物
を
補
う
｡
以
下
の
解
説
で
は
'
ま
ず

『薫
集
類
抄
』

の
内
容
と
構
成
に
見
ら
れ
る
特
徴
の
概
要
を
'
他
の
文
献
中
の
同
文
と
の
比
較
を
通
じ
て
指
摘
す
る
と
と
も
に
､
範
兼

に
よ
る
原
本
か
ら
江
戸
期
の
写
本
に
至
る
ま
で
の
諸
本
に
つ
い
て
'
収
蔵
先
の
明
ら
か
な
も
の
を
中
心
に
概
説
す
る
｡

一

『
薫
集
類
抄
』
の
内
容
と
構
成

一
･

日
上
下
巻
の
内
容
と
構
成

『
薫
集
類
抄
』
上
巻
は
､
梅
の
花
の
香
を
模
し
た
薫
物

｢梅
花
｣
を
は
じ
め
と
し
た
日
本
の
薫
物
九
種
に
続
け
､
渡

来
の
薫
物
十
二
種
の
処
方
計
百
六
点
を
'
左
記
の
目
次
に
あ
る
順
序
で
採
録
し
て
い
る
｡
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侍 ; 宗 梅だ 薫

初従う(23)
か(5)

※ (29)
は の

令ま 名称

i: (106)敦 藤 大 貞 仁 藤 FT説1,)ヽ誰1)演 F7説I,)ヽ誰2)藤 丹 藤 大 貞 源 藤 節を令む(処方翠豪は他者

との共有分 考秦/所

明 原 和 保 明 原 公 原 波 原 和 保 定 原親 詮 常 親 天 冬王 子 生 王 皇 嗣(1)(1)(2)(1)(2)(1) 忠

(2)山 (

% 患 (% 諾 (2)冬嗣(1)※

※ (1)丹 藤 藤 滋 本 賀

藤 丹 藤 藤 滋 本 賀波 原 原 野 康 陽 田 原 波 原 原 野 康 陽婁 (芸諜 (藁 等 (%(2)丹 藤 朱 源 惟 滋波 原 雀 公 喬 野雅 保 天 忠 親 貞忠 昌 皇 (1)王 主(1)(1)(1) (2)(2)※ 尼(1) 頼 雅 公 保 直 親 親宗 忠 任 忠 子 王 王(1)(1)(3)(2)(2)(1)(1)※ ※ ※(% (BPB,fs?,整 雛､ (3) 有
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かん

ぽう或
注
黒

方

り

衣

香

即…路
線

葉
酸
香

…合

昌

薫

衣

香

山
田
尼
吊

藤
原
教
通
用

藤
原
頼
宗

Ⅲ

誰

藤
原
仲

平∽
※

藤
原
実
額
Ⅲ

※

藤
原
冬
嗣
Ⅲ

藤
原
元
名
川
※

滋
野
直
子
川
※

藤
原
公
任
S
※

源
定
川

本
康
親
王
∽
+
∽

八
条
大
将
川

謂

過

∽

観

数

日

山
田
尼
Ⅲ

藤
原
長
良
川
※

賀
陽
親
王
Ⅲ

藤
原
賊
子
S
※

女
房
陸
奥
S
※

惟
喬
親
王
侶
※

源
公
忠
Ⅲ

朱
雀
天
皇
吊

藤
原
敦
忠
Ⅲ

藤
原
知
章
Ⅲ

藤
原
教
通
Ⅲ

藤
原
清
経
Ⅲ
※

滋
野
貞
主
S

､

敦
明
親
王
S
※
'

藤
原
師
成
S
※

貞
保
親
王
川
※

大
和
常
生
侶

藤
原
詮
子
Ⅲ
※

藤
原
連
子
Ⅲ

藤
原
保
忠
∽

藤
原
頼
宗
Ⅲ

本
康
親
王
川

･j,D･'t･
珊誌
,;

I

平随

時
川

源
公
忠

Ⅲ

ii

.I;
L
t
i

川
:_Y;

長
秀
仰
※
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観だ 金 供 印∑焼 i ;鼓丹莞落き浴 を 1コ 百
等 承 小よ ラぜ I 香与

云 ､＼ふん 易与 揺ヽ し香書く1)頂i-- 香 フ1)日1)(1) い師㌣え
フ公 言､し レ公言斬 ーヾ 和£ 和 う -ヽ/EB経香1)(1) 衣ー香;(1)王ゆ甲言煎芝1)蒜ヽ葺面監i;1)音字(1) た且 し●一日 う1

) ヒl又育 口目 香盲(2) 百歩 <.香 寺(2)日う1)又ど+1)是萱国言使奈至芸府こ曇喜羊三菱亭(1)考秦/所有者未詳(1)考秦/所有者未詳(1)考秦/所有者未詳(1)考莱/所有者未詳(1) 考秦/所有者未詳(1

)I.一軒詳1) ヒ:又1)本康親王(1) 派定(2)大江千 ち古 る(2)※ 1)弟 洛 化子 京 度崇 僧 寺知 (1)(1)大 ※節(1)※ 大悲尊
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1
､
※
の
付
い
た
数

処
方
そ
の
も
の
が
記
載
さ
れ
な
い
人
物
に
つ
い
て
も
､
相
承
､
献
上
等
の
理
由
に
よ
り
あ
る
人
物
と
処

方
を
共
有
す
る
こ
と
が
注
に
明
ら
か
な
場
合
､
相
承
な
い
し
献
上
し
た
相
手
と
同
じ
処
方
の
数
を

(

)
内
に
示
し
た
｡
ま
た
'

考
案
し
た
処
方
の
数
だ
け
が
記
さ
れ
る
場
合
も

(

)
に
そ
の
数
を
示
し
た
が
､
こ
れ
ら
の
数
は
総
計
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
｡

2
'
藤
原
知
章
の
黒
方

本
処
方
は
注
に
藤
原
冬
嗣
の
伝
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
が
'
他
の
場
合
と
異
な
り
処
方
そ
の
も
の

が
引
用
さ
れ
､
冬
嗣
の
処
方
に
見
ら
れ
な
い
工
夫
が
注
に
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
､
独
自
性
の
強
い
処
方
と
考
え
､
総
計
の
対
象

と
し
た
｡

右
の
薫
物
二
十

一
種
中
､
冒
頭
の
六
種

｢梅
花
｣
｢荷
葉
｣
｢侍
従
｣
｢菊
花
｣
｢落
葉
｣
｢黒
方
｣
は
､
春
夏
秋
冬
そ

れ
ぞ
れ
の
季
節
に
見
合
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
注
が
付
さ
れ
て
い
る
｡
続
く

｢吹
方
｣
は

｢黒
方
｣
と
注
さ
れ
る

薫
物
で
あ
り
'
こ
こ
ま
で
は
四
季
の
流
れ
に
沿
っ
て
薫
物
が
配
列
さ
れ
て
い
る
が
､
｢薫
衣
香
｣
以
降
は
季
節
感
と
の

関
連
性
を
持
つ
薫
物
か
否
か
に
つ
い
て
の
言
及
は
無
く
､
日
本
人
の
調
合
法
､
或
い
は
日
本
国
内
で
調
合
さ
れ
た
こ
と

を
示
す
記
述
は
次
第
に
減
少
す
る
｡
代
わ
っ
て

｢邪

(刺
)
王
家
｣
な
る
前
漢
代
の
古
代
国
家

｢邪
国
｣
と
の
関
わ
り

を
想
像
さ
せ
る
家
に
所
有
さ
れ
た

｢裏
表
香
｣
や
､
｢落
梅
公
主
｣
｢丹
陽
公
主
｣
と
い
っ
た
､
唐
土
の
皇
女
を
思
わ
せ

る
語
を
名
称
に
い
た
だ
く
薫
物
､
或
い
は
長
安
に
も
あ
っ
た

｢化
度
寺
｣
な
る
仏
教
寺
院
ら
し
き
寺
の
名
を
持
つ

｢化

度
寺
百
和
香
｣
｢増
損
化
度
寺
｣
な
ど
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
｡
巻
末
に
は
､
渡
来
の
品
'
仏
教
に
関
係
す
る
品
と

し
て
の
印
象
の
強
い
薫
物
が
集
中
す
る
｡

以
上
の
薫
物
は
､
目
次
に

｢諸
方

伝
方
之
人
依
時
代
立
次
第

(3
丁
オ
)
と
あ
る
よ
う
に
､
種
類
毎
に
そ
れ
ぞ
れ

を
考
案
な
い
し
継
承
し
た
人
物

(①
)
の
時
代
順
に
処
方
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
｡
倭
人
の
処
方
が
中
心
の

｢梅
花
｣
か

ら

｢百
歩
香
｣
｢百
和
香
｣
ま
で
の
薫
物
に
つ
い
て
は
'
嵯
峨
天
皇
治
世
を
上
限
と
し
､
堀
河
天
皇
治
世
を
下
限
と
し

す
る
貴
族
社
会
で
活
躍
し
た
所
有
者
の
略
歴

(②
)､
薫
物
の
処
方

(③
)
に
つ
い
て
記
す
ほ
か
'
調
合
法
の
相
承
'
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献
上
に
関
す
る
注

(④
)
を
附
す
場
合
も
あ
る
｡

①

②

八

条

大

将

稲
畑
帥
開
平
詔

鰐
柾
鮎

話

術
益

城
鵬
瑚
如
謂

察
使

③沈

四
両
二
分

丁
子
三
両

沈
四
両
三
分

薫
g

1
両

蔚
香
二
分
四
朱

薫
陸

一
両

甲
香
三
両

白
檀
三
両

甲
香
三
両

白
檀
三
分
大
定

丁
子
三
両

厨
香
二
分
四
朱

右
皆
半
分
造
合
足

一
膳
法
也
而
此
敷
半
贋
合

之
中
人
青
木
香
此
合
物
不
入
之

(
｢梅
花
｣
7
丁
ク
､
8
丁
オ
)

代
黄
欝
金

③沈
九
両

薫
陸

一
両

丁
子
二
両

白
檀

1
両

蘇
合

一
両

代
甘
松

茅
香
二
両

廓
香
二
分

摘
ほ
ほ

右

香
細
鴇
着
蜜
和
供
入
城
白
鴇
五
百
杵
如
弾

鞄

養
如
来

天
資

七
載
六
月
師
主
景
尊
千
時
在
茅
山
太
平

観
記
之
十
二
載
八
月
買
取
日
本
国
使
永
生
府

兵
曹
参
羊
雀
叡
祐

(
｢供
養
香
｣
39
丁
オ
､
ウ
)
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下
巻
前
半
は
､
薫
物
調
合
の
秘
事
を
調
合
の
手
順
に
添

っ
て
抄
集
し
､
後
半
で
は
そ
う
し
た
調
合
に
必
要
な
香
薬
の

特
徴
､
精
製
方
等
に
つ
い
て
の
諸
説
を
引
き
'
香
薬
の
概
要
を
示
し
て
い
る
｡

和 合 節 節 香 胞 煎

和 項目合 節 後

絹 香 甲 甘 令吹第 斤定

香 文武火 葛 時節賀 源 ｢四条大壁Fコ｣藤 藤 源 蔓 蓋 芸言｣藤 挑 山 源 挑 演 戎 本 挑 賀 考秦/所有陽 公 原 公 田 公 家 経 説 康 家 陽親王滋 忠藤 教 忠過 藤 尼 忠
平 長 信藤 演王藤 長 親王山野

原 原 原 原 家 随 秀 原 原 寧 田 /貞 国 知 国 知 時藤 賀 節 保 や jEq 継主貞 磨

コと一三早 A｢四条

大壁r=コ｣藤 コ土工早山 源 成丹 忠 王

平 那 承した人物/団

体並び保 田 公 原 陽 波 随 王
親王源 牢 忠大 国 親肇 王藤 本 雅忠 時 家

藤 賀公 /ヽ ロ ′ヽ '

日/ヽ忠藤
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請 哩 令

令香 冒数付埋所 令

香 香 和木 寵 愛 占 沈 藤
同 長 藤 挑 藤 朱蘭 脳 香

唐 原 御 寧 原 家源 原 雀香蓋 青 安 欝 丁

知 時 公 知章

山 国賓観 天皇藤

章 主山 賀 挑莞 木 息 金 子 田 陽 家 田 公 敬山 原香 香香 白 楓 蘇 白 尼 親王本 極 尼 忠

平 詮千｢四条大壁百｣顔附 韮 香

合 檀 康 要 防 田子

香 雁 香茅 零 文 甘 薫 親 方≡源 洛 時藤 尼或香 陵 納 松 陸 公 陽 原

読 原香自 桂 甲 難 厨

忠薫
衣
香
方

藤承

国
賓

藤

賊
千

求心香舌香原和原
香香致百

忠歩
香
方

致
忠

下
巻
の
構
成
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
は
'
編
纂
態
度
と
人
物
に
対
す
る
認

識
が
上
巻
の
そ
れ
ら
と
些
か
相
違
す
る
点

で
あ
る
｡
第

一
に
､
上
巻
で
は
倭
人
に
よ
る
我
が
国
独
自
の
処
方
を
主
と
す
る

種
類
の
薫
物
か
ら
始
ま
り
､
渡
来
品
と

思
し
き
薫
物
が
続
い
た
後
'道
教
や
仏
教
に
関
わ
り
の
あ
る
薫
物
が
巻
末
を
占

め
る
と
い
う
配
置
が
為
さ
れ
て
い
た
が
､

下
巻
で
は
､
調
合
法
か
ら
巻
末
の
香
薬
の
項
に
至
る
ま
で
､
唐
人
と
思
し
き

人
物
や
家
系
に
ゆ
か
り
の
説
､
或
い
は
漢

文
で
記
さ
れ
た
説
に
続
け
て
倭
人
の
説
や
仮
名
書
き
に
よ
る
説
が
置
か
れ
て

い
る
｡
我
が
国
で
考
案
さ
れ
た
薫
物
調
合

の
説
が
渡
来
の
説
を
源
と
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
無
く
'
そ
の
意
味
で
は
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が
強
調
さ
れ
て
い
た
上
巻
と
は
異
な
り
､
下
巻
で
は
薫
物
が
渡
来
の
文
化
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
た
編
纂
が
為
さ
れ
て

い
る
と
言
え
よ
う
｡

第
二
の
相
違
は
､
上
巻
が

｢四
条
大
納
言
｣
を

一
貫
し
て
源
定
と
解
し
､
滋
野
貞
主
と
本
康
親
王
の
間
に
配
し
､
同

じ
号
で
呼
ば
れ
た
後
代
の
藤
原
公
任
を

｢公
任
卿
｣
と
記
し
て
区
別
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
､
下
巻
の

｢四
条
大
納
言
｣

は
東
三
条
院
藤
原
詮
子
の
後
､
藤
原
賊
子
'
山
田
尼
の
前
と
い
う
'
花
山
'

一
条
朝
を
中
心
に
活
躍
し
た
藤
原
公
任
さ

な
が
ら
の
位
置
に
配
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
｡
本
書
を
現
在
伝
わ
る
形
に
編
纂
し
た
人
物
が
複
数
あ
っ
た
可
能
性
も
想
像

さ
れ
る
｡
こ
の
点
に
つ
い
て
は
原
本
の
成
立
過
程
を
論
じ
る
中
で
併
せ
て
考
察
す
る
｡

l
･

S
『薫
集
類
抄
』
の
同
文
と
原
点

･
『
類
衆
雑
用
抄
』

『
類
衆
雑
用
抄
』
巻
四
所
引
の
薫
物
の
処
方
､
香
薬
の
特
徴
並
び
に
調
合
の
秘
事
に
関
す
る
記
事
に
は
､
『薫
集
類

抄
』
の
原
拠
を
想
定
す
る
上
で
興
味
深
い
同
文
が
見
ら
れ
る
｡

『
類
衆
雑
用
抄
』
が
掲
げ
る
処
方
の
第

一
は

｢薫
衣
香
｣
の
そ
れ
で
あ
る
｡
次
に
四
種
の
容
量
毎
に

｢黒
方
｣
の
処

方
､
｢或
説
｣
に
云
う

｢黒
方
｣
の
合
香
手
順
と
､
香
薬
の
加
減
を
記
し
た
注
が
続
く
｡
改
行
の
後

｢或
説
｣
の
文
頭

と
同
じ
位
置
に

｢皇
后
宮
御
方
但
八
条
式
部
卿
官
方
同
之
｣
と
記
さ
れ
､
以
下
の
四
種
の
薫
物
の
処
方
が
続
く
｡
｢黒
方
｣
の

異
称

｢烏
方
｣､
同
じ
く

｢黒
方
｣
の
異
称
で
仁
明
天
皇
ゆ
か
り
の
秘
方
と
さ
れ
る

｢吹
方
｣'
藤
原
保
忠
に
伝
来
し
た

曽
祖
父
仁
明
天
皇
､
祖
父
本
康
親
王
ゆ
か
り
と
い
う

｢侍
従
｣
､
並
び
に
延
喜
六
年
滋
野
直
子
が
献
上
し
た
か
､
或
い

は
源
公
忠
女
宜
子
な
る
人
物
が
い
ず
こ
か
に
献
じ
た
と
い
う

｢侍
従
｣
の
異
称

｢拾
遺
｣
の
処
方
で
あ
る
｡
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甲
香

1
両

丁
子
香

1
両

蘇
合
香

1
両

白
豚
香

一
両

甘
松
香

1
両

薫
衣
香
方

沈
至

両

白
檀
香
半
両

磨
香
半
両

薫
陸
香
半
両

右
九
種

並
須
好
者

各
自
別

用
鹿
羅
節

以
和
使
乾

香
均
即
成

黒
方

一
割

醐
朗
T
ETR
香
㍍

一
細
四
㌘

コ
埠

l踊
上
榊
㌍

醐
二
鮒

(半
贋
､
三
半
贋
､
小
半
剰
処
方

略
)

或
説
先
和
沈
丁
子
次
合
甲
香
次
白
檀
最
後
和
磨
香
薫
陸

一
度
合
之
云
々

尚
自
小
可
及
多
為
令
決
和
合
也

皇
后
官
御
方

但
八
条
式
部
卿
官
方
同
之

烏
方

吹
方

沈
大
四
両

丁
子
大
二
両

白
檀
大

一
分

甲
大

一
分

戎
本
全
加
二
分
吉
説
也

磨
香
大
二
分

薫
陸
大

一
分

巳
上
大
目
八
両

小
廿
四
両

沈
大
四
両

丁
子
大
二
両

磨
香
大
二
分

甲
大

一
両
二
分

白
檀
大

一
両

薫
陸
大

一
分

巳
上
大
目
九
両

一
分

小
廿
七
両
三
分

此
方
同
承
和
秘
方

(吹
方
の
半
膳
､
別
処
方
､
四
半
之
半

略
)

侍
従

紺
猷
錯

露

或
｡
分

,
子
大
｡
両
｡
分

甲
香
大
｡
両

甘
松
小

一
両

右
二
方
是
八
条
大
将
家
方
也

彼
大
将
錆

tA
u棚
舶
約
純
絹

平

故
八
条
式
部
卿
親
王
之
孫
也
然
則
伝
来
方
可

同
承
和
方
而
有
相
誤
甚
可
疑
之

拾
遺

沈
大
四
両

丁
子
大
二
両

甲
大

一
両

甘
松
小

1
両

熟
響
小

l
両

占
唐
小

1
分

今
尋

1
説
入
厨
香

1
説
用
黄
密
金
戎
本
占
唐
十
之
又
云
若
天
啓
金
者
其
代
二
廓
香
小
二
分
ヲ
加
ヨ
或
又
占
唐
小

三
分
ヲ
加
之
或
口
伝
云
蜜
和
研
合
揖
三
千
杵
胞
甲
香
以
和
蜜
塗
之
合
黒
黄
不
待
遇
黒
此
両
種
方
不
伝
男
児
是
承
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和
仰
事
也

或
六
月
一一

延
喜
六

年

一

日月

二
日

故
典
侍
典
侍
滋
野
口
子
朝
臣
所
戯
方
也

或
宜
子
是
公
忠

朝
臣
女
也

(
216
頁
)

川
本
重
雄
､
小
泉
和
子
両
氏
に
よ
る

『
類
衆
雑
用
抄
指
図
巻
』
所
収
の
テ
キ
ス
ト
は
､
冒
頭
の
二
種
､
｢薫
衣
香
｣

と

｢黒
方
｣
の
処
方
等
に
続
け
て
記
さ
れ
た

｢皇
后
宮
御
方
但
八
条
式
部
卿
宮
方
同
之
｣
を
､
こ
の
二
種
の
薫
物
七
続
け
て

云
わ
れ
た
注
の
一
部
と
し
て
理
解
し
た
構
成
を
行
っ
て
い
る
｡
こ
の
う
ち

｢黒
方
｣
の
処
方
は

『
薫
集
類
抄
』
に
同
じ

も
の
が
本
康
親
王
の
そ
れ
と
し
て
載

っ
て
い
る
が
､
｢薫
衣
香
｣
は

『
薫
集
類
抄
』
の
本
康
親
王
の
も
の
と

一
致
し
な

い
｡
本
康
親
王
と
同
じ

｢黒
方
｣
の
処
方
だ
け
が

｢皇
后
宮
｣
ゆ
か
り
の
も
の
と
し
て
載

っ
て
い
る
'
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
か
｡

本
康
親
王
ゆ
か
り
の
処
方
は
こ
れ
に
限
ら
れ
な
い
｡
｢皇
后
宮
御
方
但
八
条
式
部
卿
宮
方
同
之
｣
に
続
く

｢拾
遺
｣
ま
で
の

四
種
の
薫
物
の
う
ち
､
他
書
に
同
じ
処
方
の
も
の
が
見
え
な
い

｢烏
方
｣
を
除
き
､
注
の
内
容
を

『
薫
集
類
抄
』
所
引

の
同
じ
処
方
の
薫
物
に
照
ら
す
こ
と
に
よ
り
'
い
ず
れ
も
八
条
宮
本
康
親
王
と
そ
の
家
系
に
関
わ
る
薫
物
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
｡

類
衆
雑
用
抄

薫
集
類
抄

(

西
園
寺
文
庫
本
)

沈
大
四
両

丁
子
大
二
両

白
檀
大

1
分

甲
大

1
分

戎
本

全
加

二
分
吉
説
也

蔚
香
大
二
分

薫
陸
大

一
分

巳
上
大
目
八

両

小
甘

四
両

吹
方

沈
大
四
両

丁
子
大
二
両

廓
香
大
二
分

甲
大

高

二
分

白檀大
l両

...I

.0...‥

,k

.
1
二
.,
_

.一口

.
,L

小
廿
七
両

三
分

′.
.
ー可Li/]
5
..

薫
陸
大

1
分

己
上
大
目
九
両

1
分

此

方
同承
和

秘方

(

同
じ
処
方
の
黒
方

へ

烏
方
の
異
称
)

無

し
)

攻
方

或
注
黒
方

承
和
秘
方
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(攻
方
の
別
剰
四
種

略
)

沈
四
両

丁
子
二
両

厨
香
二
分

侍
従

縦
断
錯

露

或
二
分

丁
子
大
二
両
二
分

甲
香
大
二
両

甘
松
小
一
両

右
二
方
是
八
条
大
将
家
方
也

彼
大
将

大
納
言
保
忠
是
也
父
時
平

故
八

条
式
部
卿
親
王
之
孫
也
然
則
伝
来
方

同
承
和
方
而
有
相
誤
甚
可
疑
之

大
臣
母
本
康
親
王
女
也

甲
至

両
二
分

白
檀

一
分

薫
陸

一
分

巳
上
大

(上
巻

28
ウ
)

八
候
大
将

宇
治
関
白
用
此
方

沈
四
両

1
分

或
t方

丁
子
二
両
二
分

甲
香
二
両

巳
上
大

甘
松

一
両

熟
欝
金

一
両

巳
上
小

大
将
者
八
条
式
部
卿
親
王
之
孫
也
然
則
俸
来
方
可
同

承
和
方
而
有
相
誤
甚
可
疑
之

(上
巻

18
オ
)

拾
遺

沈
大
四
両

丁
子
大
二
両

甲
大
高

甘
松
小
l
両

熟
欝
小
l
両

占
唐
小
石

今
尋

一
説
入
厨
香

一
説
用
黄
曹
金
戎
本
占
唐
十
之
又
云
若
元
響
金
者

其
代

二
蔚
香
小
二
分

ヲ

加

ヨ

或
又
占
唐
小
三
分

ヲ
加
之
或

口

伝
云
蜜
和
研
合
揚
三
千
杵
灼
甲
香
以
和
蜜
塗
之
合
黒
黄
不
得
過
黒
此

両
種
方
不
伝
男
児
是
承
和
仰
事
也

延
喜
六
年
二
月
二
日

故
典
侍
典
侍
滋
野
□
子
朝
臣
所
献
方
也

鏑

錆

的

八
候
宮

沈
四
両

丁
子
二
両

甲
香

一
両

甘
松

一
分
二
朱

沈
四
両

丁
子
二
両

甲
香

一
両

己
上
大

甘
松

一
両

熟
欝
金

l
両

己
上
小

一
説
入
廉
香

一
説
黄
欝
金

或
加
占
唐
小

一
分
合
六
種
而

此
本
無
之
和
蜜
合
鴇
三
千
許
杵
此
二
方
者
不
博
男
是
承
和

仰
事
也
延
喜
六
年
二
月
三
日
典
侍
滋
野
直
子
朝
臣
所
厭
也

(上
巻

15
オ
､

ウ
)

｢吹
方
｣
は
別
名

｢承
和
秘
方
｣
と
云
い
､
本
康
親
王
の
父
帝
仁
明
天
皇
ゆ
か
り
の
薫
物
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(人
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物
研
究
篇
参
照
)
｡
『薫
集
類
抄
』
に
よ
れ
ば
､
『
類
衆
雑
用
抄
』
に
も
載
る

｢承
和
仰
事
｣
の
注
を
持
つ

｢拾
遺
｣
は
､

同
じ
く
本
康
親
王
に
伝
承
さ
れ
'
そ
れ
と
同
じ
も
の
を
親
王
の
没
後
に
薫
物
の
方
面
に
長
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
滋
野
直

子
が
い
ず
こ
か
に
献
上
し
て
い
る
｡
｢攻
方
｣
も
ま
た
'
仁
明
天
皇
か
ら
本
康
親
王
に
受
け
継
が
れ
た
可
能
性
が
高
い
｡

親
王
の
孫
八
条
大
将
藤
原
保
忠
の

｢侍
従
｣
は
､
仁
明
天
皇
に
発
し
親
王
に
受
け
継
が
れ
た
こ
の

｢拾
遺
｣
と
源
を
同

じ
く
す
る
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
｡
つ
ま
り
､
他
書
に
所
収
が
無
く
検
証
の
で
き
な
い

｢薫
衣
香
｣
と

｢烏
方
｣
を
除
き
､

｢皇
后
宮
｣
前
後
の
処
方
は
､
い
ず
れ
も
本
康
親
王
を
介
し
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
を
持
つ
の
で
あ
る
｡

『
類
衆
雑
用
抄
』
の
同
文
は
'
｢皇
后
宮
｣
と
源
公
忠
子
女

｢宜
子
｣
な
る
二
名
も
本
康
親
王
等
に
ゆ
か
り
の
処
方

の
相
承
に
関
わ
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
が
'
『
薫
集
類
抄
』
は
こ
の
点
に
つ
い
て
伝
え
て
い
な
い
｡
前
出

『
類
衆

雑
用
抄
指
図
巻
』
巻
末
の
補
注
は

｢皇
后
宮
｣
を
仁
明
天
皇
皇
后
に
し
て
文
徳
天
皇
御
生
母
､
藤
原
冬
嗣
女
順
子
と
考

え
る
が
､
順
子
が
薫
物
に
長
じ
た
冬
嗣
の
子
女
で
あ
っ
た
と
し
て
も
､
本
康
親
王
の
実
母
で
な
い
順
子
が
こ
の
親
王
と

｢黒
方
｣
の
処
方
を
共
有
し
た
と
す
る
見
方
は
､
処
方
の
相
承
が

一
般
に
血
縁
､
主
従
関
係
を
通
じ
て
行
わ
れ
た

(本

研
究
論
文
第

一
章

｢薫
物
名
人
血
縁
相
承
関
係
図
｣､
第
二
章
人
物
研
究
篇
参
照
)
こ
と
に
矛
盾
す
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
｡

『
薫
集
類
抄
』
に
は

｢皇
后
宮
｣
と
呼
ば
れ
た
女
性
と
し
て
三
条
天
皇
后
藤
原
賊
子
が
見
え
る
が
､
同
書
中
に
賊
子

が
本
康
親
王
の
処
方
を
知
っ
て
い
た
こ
と
は
明
記
さ
れ
な
い
｡
『
原
中
最
秘
抄
』
は
､
藤
原
師
輔
女
で
村
上
天
皇
皇
后

の
安
子
を

｢故
皇
后
宮
｣
と
し
て
薫
物
名
人
の
一
人
に
加
え
て
い
る
｡
｢宜
子
｣
が
真
に
公
忠
女
で
あ
っ
た
と
す
る
と
､

彼
女
が
活
躍
し
た
の
は
朱
雀
､
村
上
､
円
融
朝
を
中
心
と
す
る
時
代
で
あ
ろ
う
｡
皇
后
宮
藤
原
安
子
と
も
ほ
ぼ
同
世
代

の
人
と
考
え
ら
れ
る
｡

｢皇
后
宮
｣
を
安
子
に
比
定
す
れ
ば
'
『
類
衆
雑
用
抄
』
が
依
拠
し
た
薫
物
資
料
に
つ
い
て
'
村
上
朝
を
中
心
に
生
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き
た
安
子
と
宜
子
の
業
績
に
詳
し
い
人
物
を
経
て
後
世
に
伝
わ
っ
た
と
い
う
見
方
も
可
能
と
な
る
｡
安
子
の
祖
父
と
宜

子
の
父
と
さ
れ
る
公
忠
は
､
政
務

一
般
か
ら
文
化
的
活
動
に
於
い
て
浅
か
ら
ぬ
影
響
関
係
に
あ
り
'
公
忠
は
忠
平
の
為

に
合
香
の
方
面
で
の
力
添
え
を
し
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
｡
こ
う
し
た
前
代
か
ら
の
縁
故
に
よ
り
､
安
子
と
宜
子
が
物

理
的
に
も
近
い
と
こ
ろ
で
合
香
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か

(こ
の
点
に
つ
い
て
は

人
物
研
究
篇

｢源
公
忠
と
家
系
の
薫
物

(下
)
｣
で
考
察
)
｡

『
類
衆
雑
用
抄
』
所
引
の
薫
物
の
伝
は
､
『薫
集
類
抄
』
各
処
方
の
出
典
を
推
定
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

る
と
同
時
に
､
『薫
集
類
抄
』
か
ら
は
知
ら
れ
な
い
方
面
へ
の
薫
物
相
承
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
資
料
で
も
あ
る
｡

･
『
原
中
最
秘
抄
』

『
源
氏
物
語
』
梅
枝
巻
を
中
心
に
登
場
す
る
様
々
な
薫
物
や
そ
れ
に
関
わ
っ
た
史
上
の
人
物
､
仁
明
天
皇
､
本
康
親

王
'
朱
雀
天
皇
並
び
に
源
公
忠
に
つ
い
て
注
釈
を
行
う
に
あ
た
り
'
『
原
中
最
秘
抄
』
に
至
る
諸
氏
の
注
釈
が
ど
の
よ

う
な
資
料
を
原
拠
と
し
た
か
を
明
確
に
示
唆
す
る
注
の
一
つ
に
､
平
安
期
の
薫
物
の
名
人
の
う
ち
､
主
要
な
人
物
の
名

を
列
挙
し
た

｢薫
物
合
高
名
人
数
｣
な
る
項
目
が
あ
る
｡

薫
物
合
高
名
人
数

仁
明
帝

朗
的
御
門

朱
雀
院

白
河
院

八
条
式
部
卿
宮

同
孫
子
左
大
将
保
忠

四
条
大
納
言
公
任

右
大
所
宰
相
公
忠

内
蔵
頭
兼
房
朝
臣

大
江
千
里

故
皇
后
宮

如
条
右
大
臣

典
侍
滋
野
直
子
朝
臣

蔵
人
所
小
舎
人
大
和
常
生

寛
教
大
僧
都

(源
氏
物
語
大
成

所
収

『
原
中
最
秘
抄
』
絵
合
巻

562
563頁
)

右
の
注
は
､
絵
合
巻
で
当
代
の
冷
泉
天
皇
後
宮

へ
の
入
内
を
目
前
に
し
た
前
斎
宮
の
も
と
に
､
前
斎
宮
入
内
の
願
い
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が
叶
わ
な
か
っ
た
朱
雀
院
か
ら
'
｢く
さ
ぐ
さ
の
薫
物
ど
も
薫
衣
香
｣
が
届
け
ら
れ
､
百
歩
の
先
に
も
遠
く
過
ぎ
匂
う

ほ
ど
の
芳
香
が
し
た
と
い
う
く
だ
り
に
付
さ
れ
た
注
の
1
部
で
あ
る
｡
醍
醐
朝
を
中
心
に
薫
物
の
方
面
で
活
躍
し
た
源

公
忠
が
天
慶
六
年
二
月
二
十

一
日
に
調
合
の
上
献
じ
た
と
い
う

｢薫
衣
香
｣
の
処
方
を
記
し
た
行
阿
に
よ
る
注
釈
を
引

い
て
お
り
､
こ
の
公
忠
が

『
源
氏
物
語
』
前
後
に
名
前
の
知
ら
れ
た
薫
物
調
合
の
名
手
の

一
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す

意
味
で

｢薫
物
合
高
名
人
数
｣
な
る
項
が
立
て
ら
れ
て
い
る
｡

こ
こ
に
あ
が
る
薫
物
の
名
人
は
十
三
名
､
こ
の
う
ち

『薫
集
類
抄
』
に
薫
物
の
考
案
や
相
承
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
で
な
い
人
物
は
､
白
河
院
､
藤
原
兼
房
､
大
江
千
里
な
ら
び
に

｢故
皇
后
宮
九
条
右
大
臣
女
｣
な
る
藤
原
安
子
の
四

名
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
人
物
と
薫
物
の
関
わ
り
を
示
し
た
原
拠
の
実
態
は
明
か
で
な
い
が
､
薫
物
資
料
そ
の
も
の
と
い

う
よ
り
は
､
大
凡

『
源
氏
物
語
』
研
究
の
成
果
に
拠
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
四
名
以
外
の
名
手
の
う
ち
､
幾
人
か
に

ゆ
か
り
の
処
方
が
梅
枝
巻
の
注
と
し
て
引
か
れ
る
｡
直
接
の
典
拠
は

｢行
阿
云
｣
｢開
院
公
世
卿
云
｣
と
さ
れ
､
『
源
氏

物
語
』
研
究
の
業
績
に
拠
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
｡

一
孫
王
の
御
い
ま
し
め
の
ふ
た
つ
の
方
を
い
か
て
か
お
ん
み
～
に
は
つ
た

へ
給
け
む

承
和
の
帝
の
御
孫
欺
可
レ勘
レ之

二
の
方
と
は
梅
花
黒
方
開
院
公
世
卿
記
云
此
両
方
云
々
行
阿
云
八
条
式
部
卿
宮
の

両
種
の
方
に
小

一
条
院
に
伝
申
さ
る
～
梅
花
黒
方
合
す
る
日
記

梅
花
方

沈

八
両
二
分

丁
子

..I11TETE
二
鋤
共

甲
香

蒜

共
白
琴
.1.11紳
虻
分

薫
旦

ハ㌘

蔚
香

虻
粉
共

川
宮
坂

一
分

黒
方

沈

四
両

丁
子

二
両

白
檀

一分

薫
陸

一
分

甲
香

二
両
二
分
蔚
香

二
分

八
条
式
部
卿
親
王

本
康

仁
明
第
七
皇
子
母
名
虎
女
此
李
部
王
非
レ王
猶
可
レ考
レ之
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又
云
梅
花

献
納
詣

閥
之
方

沈

四
両
一
分

丁
子

一
両
一
分

白
檀

一
失
半

甲
香

一
両
三
分

磨
香

一
分

甘
松

三
朱

黒

方

子
細
梅
花
に
同
之

沈

四
両
二
分

丁
子

二
両
二
分

白
檀

二
分

薫
陸

三
両

甲
香

二
分

厨
香

二
分

右
両
種
の
詔

刊
条
式
部
卿
親
王
の
孫
左
大
将
保
忠
卿
被
二相
伝
.之
方
也
然
者
彼
幕
下
は
竹
園
之
孫
也
云
々

(中
略
)

抑

二

の
方
事
公
世
卿
説

(下
略
)

(前
出

『
原
中
最
秘
抄
』
梅
枝
巻

570
571頁
)

右
に
よ
る
と
'
伏
見
天
皇
朝
に
正
二
位
中
納
言
ま
で
昇
り
'
開
院
を
号
し
た
藤
原
公
世
は
､
梅
枝
巻
の

｢孫
王
の
御

い
ま
し
め
の
ふ
た
つ
の
方
｣
に
つ
い
て
､
そ
れ
ら
が
具
体
的
に
は

｢梅
花
｣
と

｢黒
方
｣
の
処
方
で
あ
る
と
す
る
見
解

を
残
し
て
い
た
ら
し
い
｡
公
世
は
我
が
国
薫
物
文
化
の
祖
の
一
人
に
位
置
す
る
開
院
大
臣
藤
原
冬
嗣
直
系
の
子
孫
で
あ

る
｡
冬
嗣
が
こ
の
方
面
で
業
績
を
残
し
た
と
思
し
き
仁
明
朝
前
後
の
薫
物
に
詳
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

こ
の
公
世
の
説
に
続
き
､
先
行
研
究
で
行
阿
が
指
摘
し
た
本
康
親
王
と
小

一
条
院
に
ゆ
か
り
の

｢梅
花
｣
｢黒
方
｣

の
説
も
引
か
れ
る
｡
本
康
親
王
の

｢梅
花
｣
｢黒
方
｣
が
小

一
条
院
敦
明
親
王
に
伝
わ
り
､
院
は
そ
の
両
種
の
薫
物
を

調
合
し
た
こ
と
を
日
記
と
し
て
残
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
｡
院
が
ど
の
よ
う
に
し
て
い
に
し
え
の
親
王
の
方
を
知
っ
た

の
か
は
明
か
で
な
く
'
『薫
集
類
抄
』
に
も
そ
う
し
た
事
実
が
伝
わ
ら
な
い
｡
し
か
し
､
『
薫
集
類
抄
』
に
は
院
が
親
王

の
祖
父
滋
野
貞
主
の
処
方
を
母
で
あ
る
小

一
条
皇
后
藤
原
賊
子
と
と
も
に
伝
え
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
院
が

親
王
の
方
を
伝
え
た
と
い
う
の
も
､
貞
主
の
処
方
の
獲
得
に
平
行
し
て
行
わ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
｡

こ
の
点
に
つ
い
て
の
考
察
は
､
『
原
中
最
秘
抄
』
諸
本
の
本
文
を
検
討
し
て
か
ら
の
課
題
と
し
た
い
が
､
い
ず
れ
に
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し
て
も
､
『
原
中
最
秘
抄
』
成
立
以
前
に
は
'
仁
明
天
皇
､
本
康
親
王
の
処
方
を
伝
え
る
薫
物
資
料
が
存
在
し
た
よ
う

だ
が
､
こ
う
し
た
資
料
に
見
る
処
方
と
同
じ
も
の
を

『薫
集
類
抄
』
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
｡
の
み
な
ら
ず
'
公

世
説
の
中
に
引
か
れ
た

｢梅
花
｣
｢黒
方
｣
の
処
方
も
'
『
薫
集
類
抄
』
所
掲
の
本
康
親
王
､
藤
原
保
忠
の
処
方
と
は
香

薬
の
分
量
が

一
致
し
な
い
｡

ま
た
､
『
薫
集
類
抄
』
で
は
処
方
そ
の
も
の
が
載
ら
ず
'
代
わ
り
に
他
の
人
と
同
じ
処
方
を
持

つ
こ
と
が
注
に
記
さ

れ
た
藤
原
公
任
に
つ
い
て
､
『
薫
集
類
抄
』
が

｢公
任
卿
｣
と
呼
び
､
同
じ
く

｢四
条
大
納
言
｣
の
号
で
知
ら
れ
た
源

定
と
区
別
し
て
い
た
こ
と
に
対
し
､
｢薫
物
合
高
名
人
数
｣
で
は

｢四
条
大
納
言
公
任
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
｡
『
原
中
最

秘
抄
』
に
先
行
し
て
成
る
行
阿
の
注
釈
書
に
は
､
｢四
条
大
納
言
公
任
｣
ゆ
か
り
の

｢百
歩
香
｣
の
処
方
が
収
め
ら
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
｡

行
阿
云
百
歩
方

鯛
鵬
肘
榊
㌘

沈

占
唐

璃
斤

蘇
香

白
檀

零
陵

焔
両

乳
頭

帖

厨
香

甘
松

野
E

白
豚

欝
金

許

右
上
種
を
こ
ま
か
に
春
て
節
て
以
レ蜜
合
丸
し
て
し
ら
ち
の
杯
を
蓋
覆
に
し
て
三
七
日
水
辺
の
土
中
に
は
り
埋
て

後
と
り
出
し
可
レ焼
レ之
云
々

(『
原
中
最
秘
抄
』
〔源
氏
物
語
大
成
〕
絵
合
巻

562
563貢
)

｢百
歩
香
｣
は
､
『
薫
集
類
抄
』
で
は
四
条
大
納
言
源
定
の

｢承
和
百
歩
香
｣
が
唯

一
の
処
方
で
あ
り
､
内
外
を
問

わ
ず
珍
し
い
種
類
の
薫
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
行
阿
が
引
い
た
藤
原
公
任
の

｢百
歩
香
｣
の
調
合
法
は
'
『
薫

集
類
抄
』
の
源
定
の
そ
れ
と
酷
似
す
る
が
､
処
方
が
大
幅
に

一
致
し
な
い
｡
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承
和
百
歩
香

此
方
出
自
四
条
大
納
言
家
大
江
千
古
所
上
耳

｣
32
丁
ウ

甲
香
八
両

白
檀
八
両

甘
松
花
四
両

廓
香
四
両

甲
香

一
分

白
檀
二
分

甘
松
三
朱

廓
香
三
朱

蘇
合

一
斤

零
陵
八
両

乳
頭
香
五
両

欝
金
二
両
二
分

蘇
合
二
分

零
陵

一
分

乳
頭
四
朱
半

占
唐

1
斤

蓉
香
四
両

白
豚
二
両
二
分

巳
上
小占

唐
二
分

蓉
香
三
朱

白
勝
二
朱

｣
33
丁
オ

欝
金
二
朱
半

請

錆

細
分
之

右
十

一
種
鴇
節
蜜
和
之
於
宝
器
中
盛
埋
経

三
七
日
取
焼
百
歩
之
外
聞
香

『薫
集
類
抄
』
は
､
な
ぜ
公
任
の

｢百
歩
香
｣
を
引
用
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
勅
命
を
受
け
て

『薫
集
類
抄
』

を
抄
集
し
た
編
者
､
藤
原
範
兼
が
､
藤
原
摂
関
家
の
先
人
で
あ
る
公
任
の

｢百
歩
香
｣
の
処
方
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
｡
範
兼
は
､
処
方
と
注
の
異
な
る

｢四
条
大
納
言
｣
の

｢百
歩
香
｣
を
､
所
有
者
名
と
調

合
法
が
類
似
す
る
こ
と
か
ら

｢承
和
百
歩
香
｣
の
異
伝
の
一
つ
と
見
な
し
､
異
同
等
を
示
す
程
重
視
せ
ず
'

一
方
で
行

阿
に
至
る
範
兼
よ
り
も
後
の
人
は
'
薫
物
の
名
手

｢四
条
大
納
言
｣
を
公
任
と
解
し
､
彼
独
自
の
処
方
と
し
て
理
解
す

る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡
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『
原
中
最
秘
抄
』
の
拠

っ
た
薫
物
資
料
は
､
い
ず
れ
の
場
合
も

『
源
氏
物
語
』
研
究
の
業
績
を
孫
引
き
し
た
も
の
で

あ

っ
て
'
原
典
に
直
接
拠

っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
｡
ど
の
処
方
も
薫
物
資
料
を
勅
命
に
よ
り
抄
集
､
編
纂
し
て
成
る

こ
と
か
ら
､
資
料
と
し
て
の
正
確
さ
が
よ
り
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る

『
薫
集
類
抄
』
所
掲
の
各
人
の
処
方
に
対
す
る
異

伝
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
し
か
し
､
『
薫
集
類
抄
』
に
見
え
な
い
薫
物
相
伝
の
経
緯
や
名
人
の
名
を
伝
え
て

い
る
と
い
う
点
で
､
平
安
後
期
ま
で
に
行
わ
れ
た
薫
物
文
化
の
実
態
の
把
握
を
目
指
す
上
で
必
須
の
資
料
で
あ
る
｡

･
『
河
海
抄
』

『
河
海
抄
』
全
体
の
特
徴
で
も
あ
る
が
､
薫
物
に
つ
い
て
の
注
釈
は
､
先
行
す
る
古
注
釈
書
の
業
績
を
受
け
継
ぎ
な

が
ら
も
そ
れ
を
検
証
し
､
超
え
よ
う
と
い
う
意
図
の
下
に
行
わ
れ
た
印
象
が
あ
る
｡
以
下
に
ま
ず
主
要
な
薫
物
に
つ
い

て
の
注
釈
を
抜
き
出
し
'
そ
れ
を

『
薫
集
類
抄
』
所
掲
の
薫
物
の
説
に
照
ら
し
な
が
ら
､
『
河
海
抄
』
の
薫
物
の
記
事

の
特
徴
を
見
て
ゆ
く
｡

比 右 両 二 蓑① 河港抄(天理大学図書館塞l=コ本寡童日

芸 套 軍
董香

別 両墓
書 芸 雲

萱 蔓

好 両 杏■■■■■■■.

-説 虜衣 唐右 萱 零 邪 蓑

薫集類

八 香 陵 王 衣
種 三 七 家 香

萱 萎

≡ 萎口三三 ‡ 抄[コ

虐 両 両

(

西園

守文庫
本
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②泡
衣
香

刊
幽
魂
封

等

省
粛

席

冷
夏

丁
香

甘
松
香

萱
香

号
音
君
寵

糾身
草
薮

鶏
舌
香

雀
悩
香
各
一
両

射
香
半
両

白
檀
香
三
両

零
陵
香
十
両

@
_

又
古
老
ノ
尼
君
ノ
秘
事
ト
テ
申

ハ
衣
被
香
ハ
廓
香
半
分
沈
香
三
分

白
檀
三
分
一
何
モ
最
上
品
ヲ
取
合
テ
少
シ
ナ
マ
セ
ン
シ
ナ
ル
甘
葛

ニ

テ
合
云
々
此
分

二
積
榔
子
ヲ
少
シ
粉
ヲ
入
云
々
冷
キ
匂
ノ
増
也
云
々

最
少
分
可
加
云
々

響

ハ
当
時
三
草
卜
云
薫
ノ
同
類
也

(540
541
頁
)

-
"

-@
--"
"
"
"
.
-
"
.
-
.
-
-
"
"
"
"
-
.
"
.
"

"
-..---"

創
香~
瑚
封
印
烏
方

沈
大
四
両

丁
子
二
両

白
檀
大

1
分

丁
香
大

l
両

頭

詣

厨
香
大
一
分

薫
陸
大
一
分

⑤拾

遺
方

沈
大
四
両

丁
子
大
二
両

甲
香
大

一
両

甘
松

1
両

熟
欝
金
小
1
両

一
駅

甜
㌘

占
華

分

蜜

和
研
合

鴇
三
千
杯
胞
甲
香
以
和
蜜
塗
之
令
黒
黄
不
得
過
黒
此
両

種
方
不
俸
男
耳
是
承
和
仰
事
也
延
喜
六
年
二
月
三
日
故
典
侍
滋
野

直
子
朝
臣
献
方
也

八
候
宮

沈
四
両

丁
子
二
両

甲
香

一
両

甘
松

一
分
二
朱

沈
四
両

丁
子
二
両

甲
香

一
両

巳
上
大

甘
松

一
両

熟
欝
金

一
両

巳
上
小

一
説
入
厨
香

一
説
黄
欝
金

或
加
占
唐
小

一
分
合
六
種
而

此
本
無
之
和
蜜
合
鴇
三
千
許
杵
此
二
方
者
不
博
男
是
承
和



ー資料研究篇 22頁-

合
香
は
四
季

にかたとる方
あ
る
也

⑥春
は
梅
花
方

頒
止
,P.
e/周
ゆ
e
îT
IY

挿

花10uけ塙
沃
㍑
LŜ̂｣ne
池

滝

に
た
くへん
さ
ら
に
こ
れ

まさるには
ひあら
し
と
あ

り

夏
は
荷
薬
方

花
散
呈上
夏
御
方

合

之

⑧

⑨

鍬
は
菊
花
方

取侍従

S
rは
落
葉
方

又黒方

慧

瑚

訓M回
春
之丁
子
夏
秋

之
沈

冬
之
薫陸
随季
三

先
許

可

加
欺

合
香
古
方

⑬
.
-
-
.
-----
-
-
"
-
-
-
.
.
-
-
-
.
-
-
-
-
-
-
-
.
-
.
-
･
･
.
.
I
l
l
-
･
･
1
-
I

刊

劇
剰
対
面
薫
衣
香

薫
陸
香
八
両

蓉
香

覧
探
各
三
両

甲
香
二
両
犀

唐
五
両

青
桂
皮
五
両

料
理
暑
之

⑭薫
衣
香

一
名
黒
方

仰
事
也
延
喜
六
年
二
月
三
日
典
侍
滋
野
直
子
朝
臣
所
願
也

(
15
ウ
)

梅
花
擬
梅
花
之
香
也
春
尤
可
用
之

(4
オ
)

荷
菓
擬
荷
香
也

夏
月
殊
施
芽
芳

(12
オ
)

侍
従
亦
名
拾
遺

補
闘

秋
風
素
瓶
と
し
て
心
に
く
き
お
り
に
よ
そ

へ
た
る

へ
し

(
14
オ
)

菊
花
菊
香
に
ゝ
た
る
に
は
ひ
に
や
あ
ら
ん

(
20
オ
)

落
葉
蛸
岬
が
沌
示
詰

繊
弱

評

鶴

㌘

ん

(
21
オ
)

鮎
が
餌
癖
纏
窮

襲

不
被
封
寒

(冒

)

大
僧
都
寛
教

春
之
丁
子
夏
秋
之
沈
冬
薫
陸
随
季
三
朱
許
可
加
欺

(
58
オ
)
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沈
大
四
両

丁
大
二
両

甲
大

一
両
二
分

薫
大

一
分

⑮百
和
香

字
侍
従

沈
四
両

丁
二
両

甲

1
両

巳
上
大

金

1
両
甘

一
両

巳
上
目
習

引
捌
三
増
損

(以
上

72
-
82
頁
)

百
和
香

沈
四
両

丁
子
二
両

甲
至

両

巳
上
大

熟
欝
金

一
両

甘
松

一
両

巳
上
少

寛
平
六
年
九
月
十
日
八
条

一
品
宮
於
御
前
寓
給
百
和
香
方
也

六
稀
黒
方
是
誤
欺

亦
名
侍
従

(33
ウ
､
34
オ
)

前
掲
の

『
河
海
抄
』
の
薫
物
の
う
ち
､
大
半
の
処
方
は
出
典
が
明
記
さ
れ
､
現
存
す
る
先
行
の
古
注
釈
書
に
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
典
拠
名
が
並
ぶ
｡
右
表
の
傍
線
部
は
出
典
名
と
思
し
き
も
の
で
あ
り
､
①
中
の

｢延
書
式
｣
だ
け
が
先
行

の
古
注
釈
書
に
倣
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
｡
②
⑬
の
記
事
は
唐
の
医
薬
書

『
千
金
翼
方
』
か
ら
の
引
用
と
考
え
ら

れ
､
③
④
も
ま
た
口
伝
､
書
名
と
思
し
き
出
典
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
'
い
ず
れ
も

『
河
海
抄
』
以
前
に
用
い
ら
れ
た

か
否
か
明
か
で
な
い
｡
こ
う
し
た
新
規
な
資
料
の
数
々
は
'
『
源
氏
物
語
』
に
書
か
れ
た
物
事
の
正
誤
性
の
再
検
証
､

或
い
は
､
物
語
が
史
実
に
準
拠
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
為
に
､
敢
え
て

『
原
中
最
秘
抄
』
の
よ
う
な
孫
引

き
を
避
け
､
原
典
を
模
索
し
た
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

『
薫
集
類
抄
』
の
同
文
と
比
較
し
て
明
ら
か
な
の
は
､
『
原
中
最
秘
抄
』
所
引
の
処
方
と

一
致
す
る
薫
物
を

『
薫
集

類
抄
』
に
見
出
す
こ
と
が
殆
ど
出
来
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
､
『
河
海
抄
』
の
場
合
は
全
く
逆
で
､
同
じ
名
称
､
由
来

を
持
つ
薫
物
で
あ
れ
ば
'
処
方
も
注
の
内
容
も

『薫
集
類
抄
』
と
大
凡

一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
｡
こ
の
こ
と
に
よ
り
､

『
河
海
抄
』
は
勅
撰
抄
で
あ
る
『薫
集
類
抄
』
と
同
程
度
に
史
実
と
し
て
信
頼
で
き
る
薫
物
資
料
に
拠
っ
た
の
で
あ
り
'
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中
に
は
⑮
の
よ
う
に
'
『薫
集
類
抄
』
と
は
異
な
る
注
に
よ
っ
て
､
薫
物
の
持
つ
歴
史
を
知
ら
せ
る
も
の
も
あ
る
｡
『
河

海
抄
』
に
よ
る
薫
物
の
注
釈
は
､
『薫
集
類
抄
』
の
原
拠
で
あ
る
平
安
末
期
の
薫
物
の
説
に
非
常
に
近
い
内
容
を
持
つ

だ
け
で
な
く
､
『
薫
集
類
抄
』
記
事
の
源
と
も
言
う
べ
き
古
い
時
代
の
形
を
留
め
た
記
事
や
口
伝
を
引
用
し
て
行
わ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
｡

『
薫
集
類
抄
』
は
､
家
々
に
散
ら
ば
る
和
漢
の
薫
物
の
説
を
集
成
し
､
主
要
か
つ
信
悪
性
の
高
い
筋
か
ら
の
説
を
中

心
に
据
え
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
､
そ
れ
が
倭
人
の
も
の
で
あ
る
場
合
､
考
案
者
や
主
要
な
伝
承
者
､
献
上
の

事
実
が
記
さ
れ
る
他
は
､
薫
物
の
処
方
や
調
合
法
の
出
典
先
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
｡
倭
人
の
説
で
出

典
の
明
ら
か
な
の
は
､
本
康
親
王
の

｢埋
日
数
｣
の
説
た
だ

一
例
で
あ
る
｡

八
条
式
部
卿
宮

一
宿
埋
馬
矢
下
件
方
博
得
陽
成
院
書
云
～

(下
巻
63
オ
)

貴
重
な
処
方
や
調
合
法
で
あ
れ
ば
､
よ
り
正
確
な
形
で
の
記
録
と
後
世
へ
の
伝
承
が
求
め
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
｡
だ

か
ら
こ
そ
､
平
安
末
期
の

『薫
集
類
抄
』
に
伝
わ
る
諸
説
は
､
数
百
年
後
に
著
さ
れ
た

『
河
海
抄
』
の
薫
物
資
料
の
そ

れ
と
ほ
ぼ

1
致
す
る
の
で
あ
ろ
う
.

『
河
海
抄
』
は
､
『薫
集
類
抄
』
の
原
拠
と
な
っ
た
平
安
末
期
の
薫
物
資
料
の
有
り
方
を
知
ろ
う
と
す
る
上
で
必
須

の
文
献
と
言
え
る
｡

･
本
草
書
､
香
薬
書

『薫
集
類
抄
』
諸
香
の
項
に
は
､
薫
物
の
材
料
と
な
る
香
薬
に
つ
い
て
､
そ
の
特
徴
と
原
料
か
ら
の
精
製
方
の
要
点
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が
集
成
さ
れ
て
い
る
｡
こ
う
し
た
記
事
は
そ
れ
ぞ
れ
に
出
典
が
示
さ
れ
る
が
､
漢
文
の
記
事
に
つ
い
て
は
先
行
す
る
香

に
つ
い
て
の
古
辞
書

『
香
字
抄
』
や
､
『
香
字
抄
』
を
増
補
し
た
香
薬
書

『
香
要
抄
』
の
記
事
と
重
複
す
る
こ
と
が
多

い

(薫
集
類
抄
の
同
文

1
覧

参
照
)
.
例
え
ば
香
薬

｢甘
松
｣
の
条
は
'
次
の
よ
う
な
内
容
で
構
成
さ
れ
て
い
る
.

薫

集

類

抄

甘
松

①

戎
本
刈

其
鉢
種
ゝ
也
或
如
苅
安
草
又
如
青
筋
又
苗
豆
劃

倒
対

戎
本

無
此字

閣
旧-

本
草
云
彊

随
は

悪
気
李
心
腹
脹
満
令
人
身
香
叢

生
菓
細

出
姑
戚

焚
云
那
羅
駄

こ
の
か
う
は
ね
を
ゑ
り
す
て
て
つ
ち
な
と
ま
し
り
た
る

を

ハ
と
り
す
て
～
や
を
ら
つ
く

へ
し
あ
か
み
て
す
き
た

る
ハ
わ
か
く
さ
は
し
ろ
く
て
か
は
ら
け
た
ち
た
る
そ
よ

か
り
け
る

(76
丁
オ

･
ウ
)

香

字

抄

香

薬

抄

､リ毒

手
抄
』

本
草
云
｡
味
甘
温
無
毒
｡
主
悪
気
｡
卒
心
｡
腹
痛
｡
痛
満
｡

闇
l

一

鹿

志
云
.
甘
松
香
出
姻
戚
｡

(甘
松
香
の
条

S
)

闇
■
■
-

本
草
抄
云
｡
味
甘
温
売
毒
｡

隙
は

香
｡悔

座
薬
細
｡

馳
便
座
巨

琴

H
o
那
羅
駄
.

或
抄
云
｡
甘
松
香
共
催
種

又
如
青
筋
｡
又
-

主
悪
気
｡
卒
心
｡
腹
脹
満
｡

〔
々
也
｡
〕
或
如
能
文
安
草
｡

(甘
松
香
の
条

S
)

恒
博
要
抄
』

焚

云
那
羅
駄

-

2重
定
本
草
第
九
云
甘
松
香
味
憎

等主
悪
気
卒
心
腹
脹

備
満
兼
用
合
諸
香
叢
生
葉
細

康
誌
云
甘
松
香
圃
姐
励

或
云
甘
松
香
出
姑
戚
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P
L
芙
イ

或
云
甘

鉢
種
-
或
如
耗
苅
安
草
又
如
青
筋
又
如
田
豆
劃
和

魂
対

(本

甘
松
の
項

168
頁
)

※

『
香
字
抄
』
は
続
群
書
類
従
本
､
『
香
薬
抄
』
は
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
本
を
用
い
た
｡

こ
う
し
た
重
複
部
分
は
､
原
典
か
ら
直
接
引
か
れ
た
も
の
と
考
え
る
よ
り
は
'
主
と
し
て

『
香
字
抄
』
な
い
し
そ
れ

に
近
い
本
草
学
方
面
の
文
献
か
ら
引
用
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
例
え
ば
甘
松
が

｢姑
戚
｣
出
る
と
い
う
傍

線
部
③
つ
い
て
は
､
『
香
字
抄
』
が
前
半
で

『磨
志
』
の
指
摘
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
､
『薫
集
類

抄
』
は

｢本
草
｣､
某
か
の
本
草
書
を
出
典
と
す
る

1
文
に
そ
れ
を
含
め
る
だ
け
で
､
『
慶
志
』
に
つ
い
て
は
言
及
し
て

い
な
い
｡
『
香
字
抄
』
は
､
前
半
の
内
容
を
後
半

｢本
草
抄
｣
な
る
本
草
学
方
面
の
抄
物
ら
し
き
文
献
か
ら
同
文
を
引

く
こ
と
で
繰
り
返
し
て
い
る
が
､
そ
の
中
で
傍
線
部
③
は

『薫
集
類
抄
』
の
場
合
に
同
じ
く

『虞
志
』
の
名
を
出
し
て

い
な
い
｡
傍
線
部
②
と
④
が
前
後
す
る
と
こ
ろ
も
､
『薫
集
類
抄
』
｢本
草
云
｣
以
下
の
内
容
の
構
成
に
共
通
す
る
｡
目

的
は
あ
く
ま
で
も
合
香
で
あ
り
'
そ
の
為
に
必
要
最
低
限
の
事
柄
が
'
要
領
良
く
簡
潔
に
抄
出
さ
れ
た
と
い
う
印
象
が

あ
る
｡

こ
う
し
た
本
草
書
か
ら
の
引
用
に
続
き
､
『薫
集
類
抄
』
に
は
､
倭
人
に
よ
る
と
思
し
き
仮
名
書
き
の
説
が
引
か
れ

て
い
る
｡
渡
来
の
説
を
我
が
国
の
説
の
祖
に
位
置
づ
け
る
意
味
で
こ
う
し
た
構
成
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
'
香
薬

の
見
立
て
や
薫
物
の
調
合
に
不
案
内
な
人
の
精
進
を
助
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
､
仮
名
で
よ
り
分
か
り
易
く
書
か
れ
た

説
も
併
せ
て
引
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

1
･

S
采
の
薫
物
指
南
書
の
構
成
と
の
比
較

個
々
の
処
方
の
記
述
様
式
が
､
渡
来
の
医
書
や
薫
物
指
南
書
の
そ
れ
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
無
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い
が
､
処
方
の
配
列
は
渡
来
の
薫
物
指
南
書
の
場
合
と
基
準
を
異
に
す
る
と
思
わ
れ
る
｡
例
え
ば
､
四
庫
全
書
中
最
古

の
薫
物
指
南
書

『
香
譜
』
の
上
巻
は

｢香
之
晶
｣
｢香
之
異
｣､
下
巻
は

｢香
之
事
｣
｢香
之
法
｣
と
い
う
､
そ
れ
ぞ
れ

二
項
目
か
ら
成
る
｡

｢香
之
品
｣
と
は
采
の
薫
物
の
主
要
な
材
料
､
龍
脳
香
か
ら
迷
失
香
ま
で
の
四
十
二
の
香
薬
を
意
味
し
､
そ
れ
以
外

の
雑
香
や
伝
説
上
の
珍
し
い
香
薬
三
十
八
種
は

｢香
之
異
｣
と
し
て
分
類
し
､
各
種
本
草
書
や
史
書
､
伝
記
等
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
香
薬
に
つ
い
て
の
概
説
を
引
用
し
て
い
る
｡

下
巻
の

｢香
之
事
｣
は
薫
物
の
種
類
や
香
薬
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
語
嚢
を
概
説
す
る
項
で
あ
り
､
続
く

｢香
之
晶
｣

の
項
に
至
っ
て
は
じ
め
て
種
々
の
薫
物
の
処
方
が
紹
介
さ
れ
る
と
い
う
構
成
で
あ
る
｡
処
方
と

一
般
の
香
薬
は
次
の
順

に
配
列
さ
れ
て
い
る
｡

香

之

法

1

日萄
王
薫
御
衣
香

2

‥江
南
李
王
帳
中
香
法

3

着

化
度
寺
牙
香
法

4

…薙
文
徹
郎
中
牙
香
法

5

日延
安
郡
香
薬
香
法

l

6

‥供
仏
湿
香
法

7

芽

香
法

8

;又
牙
香
法

8 7 6 5 4 3 2 1 香之ロ口ロ

難 欝 安 蘇 自 沈 蔚
龍舌 金 息 合 檀 水

香 脳香 香 香 香

香 香 香302928272625

2423嵐 芳 蘭
芸 雀 葉 白 水香 香 香 香 頭 子
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90日HHHHH213日H4日臼51′LU17日H00HHOノ1021222

…又
牙
香
法

…又
牙
香
法

l‖又
牙
香
法

…又
牙
香
法

…印
香
法

…又
印
香
法

日伝
身
香
粉
法

官

花
法

…衣
香
法

官

酒
龍
脳
丸
法

‥雀
子
香
法

官

香
法

l:W
香
泣

…造
香
餅
子
法
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を
残
し
た
寺
院
で
あ

っ
た
と
想
像
さ
れ
る
｡
｢牙
香
｣
と
は
ど
の
よ
う
な
薫
物
で
あ

っ
た
か
､
そ
の
名
称
か
ら
は
推
し

量
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
'
後
代

｢衝
香
｣
と
名
を
変
え
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
.1

の
で
､
公
人
､
貴
人
の
為
に
特
別
に

用
い
ら
れ
た
薫
物
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
｡
｢薙
文
徹
郎
中
牙
香
法
｣
も
'
同
じ
く
高
貴
な
人
物
に
よ
り
用
い
ら
れ
た

薫
物
か
も
し
れ
な
い
｡

続
く

｢延
安
郡
公
薬
香
法
｣
は
､
延
安
の
郡
公
ゆ
か
り
の
薬
の
香
を
模
し
た
薫
物
と
解
せ
ば
､
こ
ち
ら
も
高
貴
な
公

卿
に
ゆ
か
り
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
そ
し
て
第
四
番
目
の

｢供
仏
湿
香
法
｣
は
'
そ
の
名
の
通
り
仏
前
に
供
え

る
為
に
特
別
に
考
案
さ
れ
た

｢湿
香
｣
な
る
種
類
の
薫
物
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
｡

五
番
目
以
降
の
薫
物
に
は
､
名
称
に
由
緒
を
伝
え
る
よ
う
な
文
言
は
見
ら
れ
な
い
が
'
公
卿
の
た
め
の
薫
物
と
見
ら

れ
た

｢牙
香
｣
の
処
方
六
点
が
挙
が
っ
て
以
降
は
､
高
貴
な
人
物
の
為
の
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
限
定
し
な
い
名
称
の

薫
物
が
続
く
｡
以
上
の
采
の
薫
物
の
特
徴
や
由
来
に
つ
い
て
完
全
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
､
薫
物
の
由
緒
の
有

無
や
そ
の
高
低
が
掲
載
の
順
序
を
左
右
す
る

一
因
で
あ

っ
た
こ
と
は
間
違
い
無
い
｡

次
に
､
『
薫
集
類
抄
』
下
巻
末

｢諸
香
｣
の
項
に
つ
い
て
で
あ
る
が
､
こ
こ
で
の
香
薬
の
配
列
は
､
次
に
確
認
す
る

采
の
薫
物
指
南
書
だ
け
で
な
く
､
本
研
究
続
章
で
同
文
を
確
認
す
る

『
香
字
抄
』
『
香
要
抄
』
と
い
っ
た
先
行
す
る
香

薬
の
書
に
も
倣

っ
て
い
な
い
｡
配
列
順
序
は
､
上
巻
所
掲
の
薫
物
の
処
方
に
見
る
香
薬
の
配
列
な
い
し
使
用
頻
度
の
大

小
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
例
と
し
て
､
藤
原
冬
嗣
の

｢侍
従
｣
｢黒
方
｣
の
処
方
を
示
し
て
お
く
｡

閑
院
大
臣

沈
四
両

丁
子
二
両

甲
香

一
両

己
上
大
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甘
松

一
両

熟
欝
金

1
両
己

烹

(
｢侍
従
｣
14

丁
オ
)

開
院
大
臣

長
良

清
経

元
名
等
同
之

沈
四
両

甲
香

一
両
二
分

丁
子
二
両

厨
香
二
分

白
檀

1
分

薫
陸

一
分

巳
上
大

(
｢黒
方
｣
21
丁
ウ
)

四
季
と
時
代
の
順
に
処
方
が
並
び
､
仏
教
ゆ
か
り
の
薫
物
は
巻
末
に
配
さ
れ
'
香
薬
は
処
方
中
の
並
び
や
使
用
頻
度

に
従
っ
て
配
列
さ
れ
る
と
い
う

『
薫
集
類
抄
』
編
纂
の
様
式
は
'
薫
物
そ
の
も
の
が
渡
来
の
文
化
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
､
処
方
の
記
述
形
式
以
外
は
渡
来
の
様
式
の
影
響
を
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
受
け
て
い
な
い
｡
『
群
書
解
題
』
は
､

上
巻
の
編
纂
様
式
が
歌
集
の
部
立
て
に
倣
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
｡

後
述
す
る
が
､
編
者
範
兼
は
歌
の
方
面
で
名
を
成
し
た
人
物
で
あ
り
､
勅
撰
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
､

『
和
歌
童
蒙
抄
』
等
複
数
の
歌
学
書
の
編
纂
も
行

っ
て
い
る

(『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
『
和
歌
大
辞
典
』
等
参
照
)｡
そ

う
し
た
人
物
が
薫
物
指
南
書
を
抄
集
し
た
の
で
あ
る
か
ら
､
様
式
に
歌
集
の
部
立
て
を
採
用
し
て
も
不
思
議
は
無
い
か

も
し
れ
な
い
が
､
範
兼
は
先
行
す
る
渡
来
の
薫
物
指
南
書
の
様
式
に
不
案
内
だ
っ
た
わ
け
で
な
く
'
本
朝
に
於
け
る
薫

物
の
歴
史
を
網
羅
し
た
'
我
が
国
独
自
の
薫
物
指
南
書
の
完
成
を
目
指
す
上
で
､
外
来
､
既
存
の
様
式
を
敢
え
て
退
け
'

本
朝
の
薫
物
文
化
の
独
自
性
に
適
い
､
か
つ
指
南
書
と
し
て
の
有
用
性
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
様
式
に
よ
る
編

纂
を
模
索
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

二

『薫
集
類
抄
』
原
本
の
編
者
と
成
立
の
背
景
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『薫
集
類
抄
』
諸
本
の
上
下
巻
末
そ
れ
ぞ
れ
に
置
か
れ
た
識
語
に
は
､
本
書
の
編
者
と
成
立
背
景
を
伝
え
る
次
の
記

事
が
共
通
し
て
残
さ
れ
て
い
る
｡

上
巻
末
識
語

刑
部
卿
範
兼
卿
奉

勅
抄
集
之
也
｣
(改
行
)
裏
面
共
校
合

(鶴
舞
中
央
図
書
館
所
蔵
本

34

丁
ウ
)

下
巻
末
識
語

(異
本

｢了
｣)(同

73
丁
り
)

刑
部
卿
範
兼
卿
奉

勅
抄
集
之
也
｣
長
寛
三
年
二
月
廿
六
日
書
写
了
｣
裏
面
両
方
校
合
紹
学

右
に
よ
れ
ば
'
本
書
は

｢刑
部
卿
範
兼
卿
｣
が
奉

っ
た
も
の
で
'
勅
に
よ
り
之
を
抄
集
し
た
'
と
あ
る
｡
｢範
兼
卿
｣

と
し
て

｢卿
｣
と
い
う
尊
称
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
､
下
巻
の

｢長
寛
三
年
二
月
廿
六
日
書
写
了
｣
な
る
識
語
か
ら
原

本
は

｢長
寛
三
年
二
月
廿
六
日
｣
以
前
に
成
立
し
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
､
遅
く
と
も
江
戸
中
期
に
は
､
本
書
は
平

安
末
期
の
公
卿
藤
原
範
兼
の
撰
と
考
え
ら
れ
て
い
た
｡
京
都
の
村
井
古
巌
が
献
納
し
た
神
宮
文
庫
本
下
巻
末
に
は
､
同

様
の
趣
旨
に
よ
り
範
兼
の
伝
を
集
成
し
た
次
の
注
が
残
さ
れ
て
い
る
｡

範
兼
卿
其
先
左
大
臣
武
智
麻
呂
第
四
子
参
議
巨
勢
麻
呂
十
三
男
中
納
言
貞
嗣
五
孫
山
井
三
位
永
頼

四
代
大
草
頭
従
四
位
上
季
網
子
友
賓
本
名
保
賓
勘
解
由
次
官
従
五
位
下
其
子
能
兼
蔵
人
式
部
小
輔

従
四
位
下
英
子
範
兼
佐
渡
近
江
権
守
大
学
頭
東
宮
学
士
式
部
小
輔
刑
部
卿
従
三
位
母
兵
部
小
輔
為
賢

女
也
崇
徳
院
御
宇
保
延
五
年
乙
卯
三
月
五
日
卒
五
十
四
和
音
童
蒙
抄
抄
撰
者
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(朱
筆

神
宮
文
庫
所
蔵
本

81
丁
ウ
)

｢寂
蓮
自
筆
本
｣
な
る
伝
本
が
存
在
し
た
こ
と
を
受
け
､
近
現
代
以
降
は
寂
蓮
法
師
編
纂
の
書
と
す
る
解
題
や
目
録

も

一
部
見
ら
れ
た
が
.2､
前
掲
の
上
下
巻
末
識
語
を
尊
重
し
､

1
般
的
に
は
藤
原
範
兼
が
編
者
と
考
え
ら
れ
て
い
る
.3.

藤
原
武
智
麻
呂
か
ら
範
兼
に
至
る
右
の
家
伝
は
'
範
兼
母
の

｢高
階
｣
の
姓
が
省
か
れ
る
点
や
､
末
尾
に

『
和
歌
童

蒙
抄
』
編
者
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
と
い
っ
た
違
い
を
除
き
､
お
お
よ
そ

『尊
卑
分
脈
』
所
掲
の
系
図
と
傍
注
に

一

致
す
る
が
､
範
兼
の
編
著
と
云
わ
れ
る

『
和
歌
童
蒙
抄
』
に
も
同
様
に

『尊
卑
分
脈
』
に
基
づ
く
範
兼
伝
を
示
す
伝
本

が
あ
り
..'
そ
ち
ら
を
参
考
に
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
.

範
兼
の
没
年
に
つ
い
て
は
二
説
が
行
わ
れ
､
一
つ
は
『
公
卿
補
任
』
が
記
す
長
寛
三
年

(
二

六
五

･
六
月
五
日

｢永

万
｣
と
改
元
)
四
月
二
十
六
日
募
去
説
'
い
ま

一
つ
は

『尊
卑
分
脈
』
の
保
延
五
年

(
二

三
五
)
三
月
五
日
慕
去
説

で
あ
る
が
､
後
者
は
同
じ
く
分
脈
中
に
範
兼
父
と
す
る
蔵
人
式
部
少
輔
従
四
位
下
藤
原
能
兼
も
同
年
に
範
兼
と
同
じ
五

十
四
才
で
亡
く
な
っ
た
と
見
え
る
た
め
疑
わ
し
く
､
近
年
で
は
前
者
を
範
兼
没
年
月
日
と
見
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
｡

武
智
麻
呂
以
下
の
藤
原
南
家
貞
嗣
流
の
能
兼
を
父
に
､
高
階
為
賢
女
を
母
に
嘉
永
二
年

(
一
一
〇
七
)
に
生
ま
れ
た

範
兼
は
､
久
寿
二
年

二

一
五
五
)
四
十
九
歳
の
時
'
時
の
東
宮
雅
仁
親
王

(後
の
後
白
河
天
皇
)
に
東
宮
学
士
と
し

て
仕
え
る
が
'
同
年
七
月
二
十
四
日
東
宮
は
帝
に
即
位
し
､
範
兼
は
翌
年
大
学
頭
に
換
え
ら
れ
て
い
る
｡
後
白
河
院
政

期
に
あ
た
る
二
条
天
皇
治
世
の
応
保
二
年

(
二

六
二
)､
五
十
六
才
の
時
刑
部
卿
と
な
り
'
翌
長
寛
元
年
正
月
五
日

に
は
刑
部
卿
の
ま
ま
従
三
位
に
叙
さ
れ
た
｡
こ
の
新
し
い
年
号
は
天
変
に
よ
り
三
月
二
十
九
日
に
施
行
さ
れ
た
が
､
こ

れ
を
勘
え
た
の
は
範
兼
で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
る

(『
一
代
要
記
』
後
白
河
天
皇
長
寛
元
年
条
)｡
大
学
頭
の
任
を
離
れ
た

後
も
､
当
代
を
代
表
す
る
儒
者
と
し
て
朝
廷
か
ら
の
篤
い
信
望
に
与
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
が
へ
二
年
後
の
長
寛
三

午

(
二

六
五
)
二
月

1
日
に
出
家
し
､
三
ケ
月
後
の
四
月
二
十
六
日
､
五
十
九
才
で
亡
く
な
っ
て
い
る
o
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儒
者
と
し
て
一
代
を
成
し
た
範
兼
は
､
前
述
の

『
和
歌
童
蒙
抄
』
だ
け
で
な
く
､
『
五
代
集
歌
枕
』
等
複
数
の
書
を

撰
集
し
た
歌
学
者
で
あ
り
､
二
条
院
歌
壇
を
中
心
に
活
躍
し
た
歌
人
で
も
あ
っ
た
｡
大
治
五
年

(
二

三
〇
)
二
十
三

才
で
殿
上
蔵
人
歌
合
に
出
詠
'
以
後
は
保
延
元
年

(
二

三
五
)
～
二
年
藤
原
家
成
家
歌
合
､
応
保
二
年

(
二

六
二
)

二
条
院
中
宮
育
子
貝
合
に
歌
人
と
し
て
列
し
た
他
､
二
条
院
内
裏
百
首
や
同
艶
書
合
に
も
歌
を
献
じ
た
｡

『
千
載
和
歌

集
』
等
の
勅
撰
集
に
二
十
首
入
集
し
､
平
安
末
期
の
最
も
有
力
な
勅
撰
歌
人
の
1
人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

(『
平
安
朝
歌
合
大
成
増
補
新
訂
』
四
､
『
和
歌
大
辞
典
』
参
照
)｡

範
兼
は
､
東
宮
時
代
か
ら
後
白
河
天
皇
の
御
学
問
を
支
え
､
そ
の
御
信
任
に
適
っ
た
が
へ
後
白
河
天
皇
長
子
で
次
の

帝
と
な
っ
た
二
条
天
皇
か
ら
は
､
特
に
歌
の
才
を
認
め
ら
れ
､
近
臣
の
一
人
と
し
て
そ
の
方
面
で
重
用
さ
れ
た
｡
天
皇

は
様
々
な
歌
学
書
を
召
し
た
が
､
そ
の
中
に

『
和
歌
童
蒙
抄
』
も
含
ま
れ
た
と
い
う
｡
藤
原
清
輔
の

『
奥
義
抄
』
を
は

じ
め
と
し
た
先
行
す
る
歌
学
書
の
業
績
を
集
成
し
､
辞
書
形
式
で
歌
語
の
註
解
が
行
わ
れ
る
同
書
は
､
元
永
元
年

(
一

二

八
)
年
か
ら
大
治
二
年

(
1
〓

1七
)
頃
の
成
立
と
推
定
さ
れ
て
い
る
.5.
宮
内
庁
書
陵
部
本
の
識
語
や
上
覚
の

『
和
歌
色
菓
』､
順
徳
天
皇
の

『
八
雲
御
抄
』
に
云
わ
れ
る
通
り
､
『
和
歌
童
蒙
抄
』
を
範
兼
撰
と
見
な
せ
ば
､
範
兼
は

こ
の
頃
弱
冠
二
十
歳
前
後
で
あ
る
｡
｢童
蒙
｣
と
い
う
に
は
年
長
だ
が
'
こ
の
頃
の
範
兼
と
ほ
ぼ
同
年
代
の
二
条
天
皇

の
学
問
に
と
り
､
適
切
か
つ
効
果
的
な
内
容
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

こ
の
範
兼
が
薫
物
指
南
書
抄
集
の
勅
を
賜
る
に
は
'
以
上
の
よ
う
な
儒
学
の
才
と
歌
学
書
編
纂
の
実
績
だ
け
で
な
く
'

薫
物
の
方
面
で
も
当
代
随

一
の
知
識
を
誇
り
､
或
い
は
そ
う
し
た
知
識
を
伝
え
る
家
の
人
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ

れ
る
｡
源
公
忠
や
藤
原
公
任
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
'
有
力
な
歌
人
に
薫
物
の
名
人
は
少
な
く
な
い
｡
彼
等
は
薫
物

の
名
手
を
輩
出
し
た
家
に
生
ま
れ
た
の
で
､
合
香
の
技
能
も
先
祖
の
業
績
と
父
母
の
薫
育
に
依
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な

い
が
､
薫
物
が
歌
合
の
場
に
於
け
る
構
成
要
素
の
一
つ
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
そ
の
一
因
で
あ
ろ
う

(人
物

研
究
篇

｢源
公
忠
と
家
系
の
薫
物

(下
)
｣
参
照
)｡
ま
た
'
範
兼
は
公
忠
の
合
香
の
説
を
伝
え
た
と
い
う
源
経
信
の
孫
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に
当
た
る
女
性
を
妻
と
し
て
お
り
､
妻
と
そ
の
生
家
か
ら
公
忠
家
を
主
軸
と
し
た
王
朝
の
薫
物
文
化
の
歴
史
を
知
る
上

で
の
有
力
な
資
料
を
得
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
｡

前
節
で
考
察
し
た
よ
う
に
､
『
薫
集
類
抄
』
の
主
要
な
特
徴
は
､
倭
人
に
と
っ
て
親
し
み
や
す
く
整
然
と
し
た
構
成

の
も
と
'
必
要
最
低
限
の
説
を
引
く
こ
と
に
よ
り
､
主
と
し
て
合
香
の
初
心
者
の
理
解
と
精
進
を
助
け
る
書
と
し
て
の

機
能
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
｡
本
書
撰
集
の
勅
命
を
下
し
た
主
上
に
つ
い
て
､

1
人
に
絞
っ
て
指
摘
さ
れ
た

こ
と
は
な
か
っ
た
｡
筆
者
は
､
本
書
の
性
格
と
範
兼
と
の
繋
が
り
の
強
さ
か
ら
推
し
て
､
二
条
天
皇
の
勅
に
よ
る
撰
集

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
'
範
兼
の
出
家
以
前
に
完
成
し
得
た
か
は
疑
問
で
あ
る
｡
前
項
で
指
摘
し
た
よ
う
に
､

本
書
上
下
巻
に
は

｢四
条
大
納
言
｣
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
相
違
が
認
め
ら
れ
る
｡
下
巻
に
つ
い
て
は
範
兼
自
身
の

責
任
で
撰
集
が
行
わ
れ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
の
で
あ
る
｡

『薫
集
類
抄
』
巻
末
識
語
に
は
､
本
抄
が
勅
命
に
よ
り
撰
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
､
奉
じ
た
の
は
範
兼
で
あ
っ
た
こ

と
､
範
兼
が
亡
く
な
る
二
ケ
月
前
の
長
寛
三
年
二
月
二
十
六
日
に
書
写
が
終
了
､
巻
子
本
で
あ
っ
た
原
本
の
上
下
巻
に

は
既
に
裏
書
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
識
語
も
残
さ
れ
て
い
る
｡

『薫
集
類
抄
』
最
初
の
伝
本
と
云
う
べ
き

｢長
寛
三
年
二
月
二
十
六
日
書
写
本
｣
(以
下

｢長
寛
本
｣
と
略
す
)
は
､

実
に
範
兼
出
家
の
十
五
日
後
に
完
成
し
て
い
る
｡
範
兼
の
出
家
と
前
後
し
て
書
写
が
開
始
さ
れ
た
と
見
て
間
違
い
な
か

ろ
う
｡
範
兼
の
出
家
が
体
調
不
良
に
依
る
ら
し
き
こ
と
は
､
彼
が
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
し
て
こ
の
世
を
去
っ
た
こ
と
か

ら
推
察
さ
れ
る
が
､
『
薫
集
類
抄
』
の
完
成
が
二
条
朝
で
あ
り
､
範
兼
最
晩
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
れ
ば
､
上

下
巻
の
間
に
認
識
の
相
違
が
生
じ
た
背
景
に
つ
い
て
､
次
の
よ
う
に
説
明
が
つ
く
｡
範
兼
は
我
が
国
に
於
け
る
合
香
の

歴
史
を
ま
と
め
､
諸
説
を
分
か
り
や
す
く
指
南
す
る
為
の
抄
物
の
撰
集
を
二
条
天
皇
に
命
じ
ら
れ
､
歌
学
書
撰
集
の
実

績
を
も
生
か
し
'
我
が
国
独
自
の
薫
物
指
南
書
の
完
成
を
目
指
し
た
が
'
次
第
に
体
調
を
崩
し
'
特
に
下
巻
に
つ
い
て

は
撰
集
の
責
任
を
信
頼
で
き
る
身
近
な
人
物
に
任
せ
､
完
成
す
る
と
形
ば
か
り
の
献
上
を
果
た
し
､
即
日
出
家
し
た
の
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で
は
な
い
だ
ろ
う
か
｡

範
兼
が
晩
年
そ
の
完
成
に
力
を
注
い
だ
は
ず
の

『
薫
集
類
抄
』
で
あ

っ
た
が
､
そ
れ
が
二
条
天
皇
の
合
香
活
動
に
貢

献
す
る
こ
と
は
殆
ど
無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
｡
二
条
天
皇
は
範
兼
亮
去
の
二
ケ
月
後
､
長
寛
三
年
六
月
に
体
調
を
崩
さ

れ
､
翌
七
月
二
十
五
日
譲
位
の
直
後
'
二
十
三
歳
と
い
う
若
さ
で
崩
御
し
た
｡
本
書
の
名
称
が
完
成
時
か
ら
の
も
の
で

あ
る
か
を
知
ら
せ
る
資
料
は
見
え
ず
､
献
上
さ
れ
た
は
ず
の
禁
裏
の
蔵
書
の
目
録
中
に
も
'
『
薫
集
類
抄
』
な
る
書
名

は
お
ろ
か
薫
物
資
料
ら
し
き
文
献
名
は
皆
無
で
あ
る
｡
編
者
範
兼
の
出
家
と
死
､
二
条
天
皇
の
天
折
と
い
う
不
運
の
連

続
が
､
勅
抄
集
と
し
て
精
密
に
完
成
さ
れ
､
守
り
伝
え
ら
れ
る
は
ず
だ

っ
た
本
書
の
運
命
を

1
変
さ
せ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
｡

三

『
薫
集
類
抄
』
諸
伝
本
の
概
要

現
存
す
る

『
薫
集
類
抄
』
伝
本
は
以
下
の
八
本
に
上
る
｡

写
本①

杏
雨
書
屋
鎌
倉
期
写
本

②
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
旧
恩
頼
堂
本

③
鶴
舞
中
央
図
書
館
河
村
文
庫
本

④
関
西
大
学
図
書
館
岩
崎
美
隆
文
庫
本

⑤
杏
雨
書
屋
江
戸
期
写
本

⑥
神
宮
文
庫
本

⑦
立
命
館
大
学
西
園
寺
文
庫
本

刊
本
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⑧
群
書
類
従
正
編
本

⑧
の
群
書
類
従
正
編
本
に
⑥
の
神
宮
文
庫
本
を
校
合
し
て
成
る
新
校
群
書
類
従
本
に
つ
い
て
､
大
正
四
年
と
昭
和
三

七
年
に
著
さ
れ
た
二
種
の
解
題
.6
は
'
異
本
の
存
在
を
否
定
し
て
い
た
が
､
右
八
本
の
形
態
的
な
特
徴
や
本
文
の
異
同
'

書
写
者
識
語
の
内
容
等
を
比
較
し
た
結
果
､
以
下
の
三
類
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

上
巻
か
ら
日
本
の
薫
物
の
み
を
抄
出
し
､
他
本
の
載
せ
な
い
新
し
い
時
代
の
薫
物
の
処
方
､
解
説
的
な
頭
書
を
加
え

た
①

(
一
類
本
)
､
｢寂
蓮
法
師
自
筆
本
｣
(以
下

｢伝
寂
蓮
本
｣)
を
祖
と
す
る
②
③
④
⑤
⑧

(二
類
本
)
､
裏
書
記
事

の
伝
わ
ら
な
い
⑥
⑦

(三
類
本
)
で
あ
る
｡

三

･

侶
1
類
本

①
香
雨
書
屋
鎌
倉
期
写
本

(以
下

｢古
抄
本
｣)
に
は
､
薫
物
調
合
に
関
す
る
経
験
的
な
事
柄
の
書
き
入
れ
が
多
く
.7'

薫
物
に
浅
か
ら
ぬ
見
識
を
持
つ
人
物
に
よ
っ
て
書
き
継
が
れ
た
伝
本
と
考
え
ら
れ
る
｡
本
文
に
は
､
本
伝
本
独
自
の
異

文
の
ほ
か
､
伝
寂
蓮
本
を
祖
と
す
る
二
類
本
に
共
通
の
本
文
と
共
通
す
る
異
文
を
確
認
で
き
る
｡
前
者
の
異
文
が
解
説

的
な
性
格
に
由
来
す
る
と
す
れ
ば
､
後
者
は
伝
寂
蓮
本
に
近
い
本
文
を
持
っ
た
伝
本
を
祖
と
L
t
そ
こ
か
ら
成
っ
た
こ

と
に
因
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡
他
本
で
は
巻
末
に

一
括
さ
れ
､
本
文
の
ど
の
部
分
を
対
象
と
す
る
も
の
か
が
不
明
な
裏
書

記
事
が
､
本
文
の
し
か
る
べ
き
所
に
書
き
込
ま
れ
て
お
り
'
も
と
は
巻
子
本
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
本
書
の
裏
書
勘

物
を
本
文
化
す
る
上
で
参
考
と
な
る
｡

三

-

∽
二
類
本

安
永
八
年

(
一
七
七
九
)
～
文
政
二
年

(
1
八

l
九
)､
群
書
類
従
正
編
の
l
部
と
し
て
作
成
さ
れ
た
⑧
群
書
類
従

正
編
本
は
､
伝
寂
蓮
本
を
底
本
と
す
る
明
暦
二
年

(
〓
ハ
五
六
)
書
写
本

(未
詳
)
を
底
本
と
し
'
多
紀
安
元

(元
徳
)
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法
印
蔵
本

(未
詳
)
と
校
合
し
て
作
成
さ
れ
た
｡
現
存
未
詳
の
伝
寂
蓮
本
は
､
③
鶴
舞
中
央
図
書
館
河
村
文
庫
本

(以

下

｢河
村
文
庫
本
｣)
巻
末
の
書
写
者
識
語
に

｢伏
見
宮
家
御
蔵
本
｣
と
伝
え
ら
れ
る
｡

右
以
寂
蓮
法
師
真
跡
本
写
畢

延
享
二
年
九
月
日

清
茂

(37
丁
ウ
)

尾
張
河
村
復
太
郎
秀
根
蔵

(
76
丁
り
)

原
本

伏
見
宮
御
蔵
本
寂

蓮
法

師真
跡
云

寛
政
五
年

発
丑
六
月
債

入書
寓

益
根

右
以
寂
蓮
法
師
真
跡
書
写
畢

延
享
二
年
九
月
日

清
茂

(
77
丁
オ
)

伝
寂
蓮
本
に
つ
い
て
､
寂
蓮
自
筆
説
の
真
偽
や
伝
来
の
経
緯
を
検
証
す
る
上
で
注
目
す
べ
き
は
､
同
じ
く
寂
蓮
自
筆

と
伝
え
ら
れ
､
本
抄
と
類
似
の
名
称
を
持

つ
と
云
わ
れ
る

『薫
集
歌
抄
』
の
存
在
で
あ
る
｡

歌
集

『
中
古
六
歌
仙
』
と
同

1
祝
さ
れ
る
こ
の
歌
集
は
､
福
井
久
蔵

『
大
日
本
歌
書
綜
覧
』
発
行
現
在
は

｢桑
名
松

平
家
｣
御
蔵
本
で
あ
り
､
橋
本
不
美
男
氏
の

『
院
政
期
の
歌
壇
史
研
究
』
第
三
章
の
二
に
よ
れ
ば
､
昭
和
四
十

一
年
現

在
は
酒
井
宇
吉
氏
蔵
本
で
あ

っ
た
と
い
う
｡
同
書
は
酒
井
家
が
経
営
す
る
東
京
神
田

一
誠
堂
の
商
品
で
あ
り
'
現
在
は

売
却
済
で
現
蔵
先
か
ら
の
情
報
公
開
も
無
い
状
態
で
あ
る
｡
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橋
本
氏
の
見
立
て
に
よ
れ
ば
､
『薫
集
歌
抄
』
の
書
写
は
鎌
倉
初
期
を
下
限
と
し
て
行
わ
れ
'
桐
外
箱
蓋
表
に

｢寂

蓮
華
薫
集
歌
抄
｣
と
い
う
江
戸
期
の
も
の
ら
し
き
箱
書
が
見
ら
れ
た
と
い
う
｡
こ
の

『薫
集
歌
抄
』
が
本
歌
集
成
立
か

ら
時
を
経
ず
し
て
書
写
さ
れ
た
可
能
性
を
持
つ
こ
と
か
ら
､
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
と
推
定
さ
れ
る
本
歌
集
が
､
成

立
当
初
は

『薫
集
歌
抄
』
の
名
目
を
以
て
呼
ば
れ
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡

『薫
集
類
抄
』
伝
寂
蓮
本
が
伏
見
宮
家
に
収
蔵
さ
れ
た
年
次
は
江
戸
初
期
を
上
限
と
L
t
右
の
歌
集
に

｢寂
蓮
筆
薫

集
歌
抄
｣
な
る
箱
書
が
行
わ
れ
た
時
期
と
重
な
る
｡
薫
香
を
交
え
て
の
歌
合
の
よ
う
な
催
し
を
き
っ
か
け
と
し
､
両
書

が
接
点
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
こ
の
点
に
つ
い
て
は

『薫
集
歌
抄
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
上
で

改
め
て
考
察
し
た
い
と
考
え
て
い
る
｡

河
村
文
庫
本
は
､
尾
張
の
国
学
者
河
村
益
根
よ
が
寛
政
五
年

(
一
七
九
四
)
に
書
写
を
終
え
た
伝
本
で
あ
り
､
書
写

年
時

｢延
享
二
年

(
一
七
四
五
)
九
月
日
｣､
書
写
者

｢清
茂
｣
と
記
さ
れ
る
伝
本
を
底
本
と
し
て
用
い
た
と
い
う
｡

｢清
茂
｣
は
伏
見
宮
邦
永
親
王
と
の
親
交
浅
か
ら
ぬ
岡
本
清
茂

(
一
六
七
九
二

七
五
三
)
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
の

で
､
真
偽
は
別
と
し
て
､
寂
蓮
自
筆
と
伝
え
ら
れ
る
伝
本
が
伏
見
宮
家
に
存
在
し
た
可
能
性
は
高
い
｡

④
の
岩
崎
美
隆
文
庫
本
､
⑤
の
杏
雨
書
屋
江
戸
期
写
本
の
巻
末
に
は
､
河
村
文
庫
本
と
同
じ

｢延
享
二
年
九
月
日
｣

と
い
う
記
述
の
ほ
か
､
｢瀧
口
の
侍
坂
室
左
衛
門
｣
(伝
未
詳
)
の
手
に
よ
る
伝
寂
蓮
本
の
転
写
本
を
祖
と
す
る
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
｡

こ
の
薫
集
類
抄
こ
の
く
に
1
て
い
て
来
し
香
の
書
に
い
ま
た

こ
れ
よ
り
ふ
る
き
は
見
お
よ
ひ
侍
ら
す
も
と
の
本
は
筆
者
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寂
蓮
法
師
な
る
と
そ
或
御
も
と
に
ふ
か
く
ひ
め
お
か
れ
け
る
を

1瀧
口
の
侍
坂
室
左
衛
門
ゆ
か
り
に
つ
き
て
こ
ひ
う
け
て

文
字
の
さ
ま
ヽ
て
そ
の
こ
と
く
寓
し
置
れ
け
る
を
は
か
ら
す
あ
る

人
の
許
よ
り
か
り
て
文
字
の
す
か
た
を
よ
み
や
す
き
か
た
め
に

い
ま
の
様
に
書
改
め
侍
れ
と
な
を
さ
た
か
な
ら
ぬ
文
字
は

み
た
り
に
し
か
た
く
も
と
の
こ
と
く
に
書
お
き
侍
る
折
を
も
て

も
と
の
本
を
も
て
こ
ま
か
に
た
1
し
あ
ら
た
め
ぬ

へ
き
に
こ
そ

〔異
同
〕
1
瀧
口
の
侍
坂
室
左
衛
門
ゆ
か
り
に

･

(岩
崎
美
隆
文
庫
本

38
丁
り
)

圏

瀧
口
の
侍
ゆ
か
り
に

-

次
に
恩
頼
堂
文
庫
本
に
つ
い
て
で
あ
る
が
､
現
在

｢恩
頼
堂
文
庫
｣
と
し
て
行
わ
れ
る
の
は
､
大
阪
府
羽
曳
野
市
の

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
図
書
館
の
前
身
四
天
王
寺
女
子
大
学
が
､
讃
岐
の
白
鳥
神
社
宮
司
を
代
々
務
め
た
猪
熊
家
に

当
主
と
し
て
迎
え
ら
れ
､
宮
内
庁
図
書
寮
御
用
掛
な
ど
､
古
文
書
､
古
典
籍
に
ま
つ
わ
る
数
々
の
要
職
を
歴
任
し
た
猪

熊
信
男

(
1
八
八
二
～
l
九
六
三
)
の
蔵
書

｢恩
頼
堂
文
庫
｣
の
一
部
を
､
猪
熊
の
没
後
に
猪
熊
家
か
ら
直
接
購
入
し

た
､
約
千
五
百
点
の
中
世
か
ら
近
世
に
至
る
古
文
書
､
古
典
籍
群
で
あ
る
｡
本
年
三
月
の

『
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学

所
蔵
恩
頼
堂
文
庫
分
類
目
録
』
発
行
に
併
せ
'
文
庫
の
整
理
も
完
了
し
､
年
初
か
ら
文
庫
の
一
般
公
開
が
開
始
さ
れ
'

宮
内
庁
書
陵
部
に
よ
る
大
規
模
な
調
査
活
動
も
行
わ
れ
て
い
る
｡

猪
熊
は
広
島
大
学
文
学
部
教
授
を
務
め
た
こ
と
も
あ
り
､
四
天
王
寺
女
子
大
と
同
時
期
に
猪
熊
の
恩
頼
堂
文
庫
か
ら

千
百
六
十
二
点
が
広
島
大
学
に
購
入
さ
れ
､
｢猪
熊
文
書

(い
の
く
ま
も
ん
じ
ょ
)｣
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
お
り
､
こ
ち

ら
は
中
世
'
近
世
の
書
状
､
記
録
類
を
中
心
と
す
る
｡
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恩
頼
堂
文
庫
に
は
'
白
鳥
神
主
家
代
々
の
重
要
史
料
も
含
ま
れ
る
が
､
猪
熊
個
人
の
蒐
集
に
よ
る
も
の
も
少
な
く
な

く
､
内
省
図
書
寮
御
用
掛
と
し
て
活
動
し
た
京
都
在
住
時
代
､
佐
々
木
竹
包
楼
を
は
じ
め
と
す
る
古
書
韓
か
ら
多
く
購

入
し
た
ら
し
い
｡

『
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
所
蔵
恩
頼
堂
文
庫
分
類
目
録
』
は
'
『
薫
集
類
抄
』
恩
頼
堂
文
庫
本
は
次
の
よ
う
に
位

置
づ
け
て
い
る
｡

薫
集
類
抄

(刊
写
年
)

(形

態
)

へ冊

数
)

(刊

･
写
)

(そ
の
他
)

(
｢諸
芸
｣
中
の

｢香
道
｣
に
分
類
)

延
享
二
年

大
本

(半
紙
本
よ
り
も
大
型
)

2
冊

写
本

(奥
書
)
｢右
以
寂
蓮
法
師
真
蹟
書
写
畢
､
延
享
二
年
九
月
日
清
茂
｣

(そ
の
他
所
見
)
上
下
冊
と
も
始
に

｢園
林
文
庫
｣
印
｡
｢類
衆
薫
物
秘
法
｣
と
い
う
紙
片

一
枚
あ
り
｡

｢右
以
寂
蓮
法
師
真
蹟
書
写
畢

延
享
二
年
九
月
日
｣
と
の
書
写
者
識
語
は
上
下
巻
末
と
も
に
残
さ
れ
､
そ
れ
に

｢清

茂
｣
な
る
書
写
者
と
思
し
き
人
物
の
書
名
が
続
く
の
は
下
巻
末
の
み
で
あ
る
｡
ま
た
､
(そ
の
他
)
に
報
告
さ
れ
る

｢類

衆
薫
物
秘
法
｣
は
下
巻
末
に
差
し
込
ま
れ
て
伝
わ
る
｡
上
巻
末
に
は
本
伝
本
の
貸
借
な
い
し
譲
渡
に
関
わ
る
と
思
し
き

次
の
覚
書
が

一
枚
挿
入
さ
れ
て
い
る
｡
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覚

重
和
よ
り

到
来

薫
集
類
抄

二
冊

右
御
入
覧
侯
以
上

□
月
五
日

天
王
寺
院

市
ロ
ロ
勝

六
候
御
殿
小
仲
居

御
役
人
中
様

恩
頼
堂
文
庫
本
は
､
下
巻
末
に
伝
寂
蓮
本
を
底
本
と
し
た
と
す
る
書
写
者
識
語
が
見
え
る
ほ
か
､
字
数
､
行
数
'
丁

数
と
､
裏
書
勘
物
を
含
み
､
奥
書
に
書
写
者
と
し
て

｢清
茂
｣
の
名
を
残
す
と
い
う
点
で
､
名
古
屋
市
立
鶴
舞
中
央
図

書
館
の
河
村
文
庫
本
に
等
し
く
､
諸
本
に
対
す
る
本
文
の
異
同
に
つ
い
て
も
伝
寂
蓮
本
系
統
の
諸
本
独
自
の
そ
れ
ら
に

大
凡

一
致
す
る
も
の
で
あ
り
､
伝
寂
蓮
本
系
統
の
諸
本
に
連
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
｡

河
村
文
庫
本
は
､
尾
張
の
国
学
者
河
村
益
根
が
寛
政
五
年

(
一
七
九
四
)
に
書
写
を
終
え
た
伝
本
で
あ
り
､
書
写
年

時

｢延
享
二
年

(
一
七
四
五
)
九
月
日
｣
､
書
写
者

｢清
茂
｣
と
記
さ
れ
る
伝
本
を
底
本
と
し
て
用
い
た
と
云
う
｡
｢清

茂
｣
は
伏
見
宮
邦
永
親
王
と
の
親
交
浅
か
ら
ぬ
賀
茂
別
雷
社
弼
官

･
岡
本
清
茂

(
1
六
七
九
･

一
七
五
三
)
を
指
す
と

考
え
ら
れ
る
の
で
'
真
偽
は
別
と
し
て
､
寂
蓮
自
筆
と
伝
え
ら
れ
る
伝
本
が
伏
見
宮
家
に
存
在
し
た
可
能
性
は
高
い
｡

恩
頼
堂
文
庫
に
は
､
岡
本
清
茂
の
手
に
よ
る
書
状
や
写
本
を
始
め
､
賀
茂
氏
旧
蔵
の
文
書
､
典
籍
が
複
数
収
蔵
さ
れ
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ま
す
｡
『
薫
集
類
抄
』
伝
寂
蓮
本
系
統
の
河
村
文
庫
本
上
下
巻
末
に
も

｢清
茂
｣
の
署
名
が
見
え
､
伏
見
宮
家
旧
蔵
の

書
で
あ
っ
た
伝
寂
蓮
本
を
直
接
書
写
し
得
た
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
こ
ち
ら
の

｢清
茂
｣
は
伏
見
宮
邦
永
親
王
の
許

で
多
く
の
典
籍
を
書
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
賀
茂
清
茂
と
考
え
ら
れ
る
｡
前
述
の
通
り
､
恩
頼
堂
文
庫
本
は
こ
の
河

村
文
庫
本
と
形
態
的
特
徴
が
大
凡

1
致
す
る
の
で
､
恩
頼
堂
文
庫
本

『薫
集
類
抄
』
下
巻
末
の

｢清
茂
｣
の
署
名
も
､

岡
本
清
茂
に
関
係
し
て
成
る
為
に
付
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
､
筆
跡
'
字
体
が
清
茂
本
来
の
そ
れ
と
似
ず
､

一

致
し
な
い
こ
と
､
ま
た
､
清
茂
蔵
本
や
書
写
本
の
多
く
が
伝
え
る
清
茂
の
花
押
や
蔵
書
印
も
見
え
な
い
こ
と
か
ら
'
河

村
文
庫
本
の
底
本
と
な
っ
た
清
茂
書
写
本
そ
の
も
の
で
は
な
く
､
河
村
文
庫
本
同
様
'
清
茂
書
写
本
に
連
な
る
伝
本
と

思
わ
れ
る
｡

｢園
林

(お
ん
り
ん
)
文
庫
｣
は
江
戸
末
期
か
ら
明
治
年
間
の
東
本
願
寺
座
主
達
如
､
厳
如
､
現
知
に
よ
っ
て
所
持

さ
れ
た
､
東
本
願
寺
秩
殻
邸
内
園
林
堂
所
蔵
の
古
文
書

･
古
典
籍
群
で
あ
っ
た
が
､
昭
和
二
十
八
年
四
月
二
十

一
日
､

東
本
願
寺
枚
殻
邸
の
出
火
に
よ
り
固
林
堂
は
消
失
'
文
庫
も
損
失
を
免
れ
な
か
っ
た
｡
出
火
後
の
園
林
文
庫
の
状
態
に

つ
い
て
は
'
同
年
九
月

一
日
～
十
日
､
大
谷
大
学
藤
島
達
朗
教
授
ら
に
よ
る
調
査
結
果
を
元
に
作
成
さ
れ
た

｢園
林
文

庫
調
査
目
録
｣
が
あ
る
が
､
研
究
室
図
書
に
つ
き
外
部

へ
の
貸
借
は
叶
わ
ず
'
園
林
文
庫
に
残
存
す
る
典
籍
中
の
蔵
書

印
も
現
在
ま
で
に
未
確
認
で
あ
る
｡

猪
熊
文
庫
に
は

『薫
集
類
抄
』
の
他
､
徳
川
家
康
の
忠
臣
本
多
佐
渡
守
正
信
著
の

『
本
佐
録
』
刊
本

一
本
に
園
林
文

庫
の
蔵
書
印
が
見
え
､
『薫
集
類
抄
』
中
の
そ
れ
と
同
じ
も
の
と
認
め
ら
れ
る
｡

三
･
S

三
類
本

⑥
の
神
宮
文
庫
本

(以
下

｢神
宮
本
｣)
は
､
天
明
四
年

(
一
七
八
四
)
､
村
井
古
巌
が
神
宮
文
庫
の
前
身
で
あ
る
林

崎
文
庫
に
奉
納
し
た
､
書
物
二
千
部

(
一
説
に
三
七
〇
七
部
)
中
の
一
部
で
あ
る
｡
書
写
者
､
書
写
年
時
未
詳
｡
著
書




